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●　準備はお済みですか？確定申告

●　まちの家計簿　湖南市の財務書類

●　平成24年湖南市消防出初式

●　市封筒などへの広告募集

●　まちのわだい・きらり湖南人

今月の表紙
湖南三山の一つ長寿寺で行われた伝統行事「鬼走り」。
鬼の面をつけた子どもが本堂を走り、１年の豊作や家内安全を祈願しました。
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準備 はお済みですか？

〜 3/15木確定申告
　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
平
成
24
年
度
の
住
民
税
の
申
告
が
、
２
月
16
日（
木
）か
ら
始
ま

り
ま
す
。
毎
年
、
申
告
期
限
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
税
務
署
は
も
ち
ろ
ん
、
市
の
申
告
相
談
会
場
も
大
変

混
雑
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
、
提
出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
相
談

を
利
用
す
る
人
は
、
提
出
す
る
添
付
書
類
や
提
示
す
る
書
類
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
た
う
え
で
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
〔
東
庁
舎
〕　

71
◦
２
３
１
９　

72
◦
２
４
６
０

＜
一
般
的
な
も
の＞

・
収
入
が
分
か
る
も
の
（
給
与
・

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収

票
、
事
業
・
農
業
・
不
動
産
の

収
支
内
訳
書
、
配
当
や
個
人
年

金
、
満
期
返
戻
金
な
ど
の
支
払

通
知
書
な
ど
）

※
詳
し
い
こ
と
は
水
口
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送

付
さ
れ
て
い
る
人
は
そ
の
書
類

一
式

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

・
本
人
名
義
の
預
貯
金
通
帳

※�

事
業
所
得
・
農
業
所
得
・
不
動

産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
、
収

支
内
訳
書
が
完
成
し
て
い
な
い

と
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
事
業
所
得

な
ど
を
初
め
て
申
告
す
る
人
で

作
成
方
法
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
事
前
に
税
理
士
や
税
務
署

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＜

各
控
除
で
必
要
な
も
の＞

社
会
保
険
料
控
除

・
平
成
23
年
中
に
国
民
年
金
保
険

料
を
支
払
っ
た
場
合
…
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書

※
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

に
つ
い
て
は
証
明
書
な
ど
の
添

付
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
退
職
後
も
社
会
保
険
を
任

意
継
続
し
て
い
る
人
は
領
収
書

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
控
除

・
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
保
険

料
の
控
除
証
明
書

障
害
者
控
除

・
障
害
者
手
帳
な
ど
、
障
害
者
控

除
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の

医
療
費
控
除

・
前
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
領
収
書
（
合
計
が
お
お
む
ね

10
万
円
超
）

※��

あ
ら
か
じ
め
、
人
別
・
病
院
別

に
支
払
っ
た
医
療
費
を
合
計

し
、
医
療
費
の
明
細
書
を
作
成

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
保
険

給
付
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
（
予
定
も
含
む
）
が
あ
れ
ば

差
し
引
い
て
く
だ
さ
い
。

※�

領
収
書
原
本
の
提
出
が
必
要
で

す
。
返
却
を
希
望
す
る
場
合
は

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

・
住
民
票
の
写
し

・
家
屋
・
敷
地
の
登
記
事
項
証
明
書

・
工
事
請
負
契
約
書
・
売
買
契
約

書
の
写
し

・
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入

金
の
年
末
残
高
等
証
明
書

・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
）
な
ど

※�

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
ほ
か
に
も

必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
水
口
税
務
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

家
屋
・
敷
地
が
共
有
名
義
の
場

合
や
、
借
入
金
に
連
帯
債
務
が

あ
る
場
合
は
水
口
税
務
署
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な書類

な
ど

2/16木
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準備
申告相談日程
　期間中、次のとおり申告相談を
行います。受付から相談までに時
間がかかることがありますが、あ
らかじめご了承ください。
　なお、譲渡所得（土地・家屋・
株式などの売買）や雑損控除があ
る場合、青色申告など相談内容が
複雑な場合は、水口税務署で申告
してください。

○税務課〔東庁舎〕、市民生活課
〔西庁舎〕の窓口での申告相談
は行っていません。
○会場で相談できるのは、平成23
年分の確定申告と平成24年度
の住民税申告のみです。
○市の申告相談会場でお預かり
する確定申告書には、受付印を
押印することはできません。控
えに受付印の押印が必要な場合
は、水口税務署に直接提出して
ください。

問税務課〔東庁舎〕
　 71◦2319　 72◦2460

受付時間：午前９時～午後４時

月　　日 会　　場 対象地域
（対象地域以外の人も受け付けます）

２月16日㊍

菩提寺まちづくりセンター

菩提寺、北山台、みどりの
村、三上台、イワタニラン
ド、近江台、ハイウェイサ
イドタウン

２月17日㊎

２月20日⺼

２月21日㊋ 柑子袋まちづくりセンター 柑子袋
２月22日氺

市役所西庁舎
石部東、石部中央、石部西、
岡出、宮の森、宝来坂、石
部南、東寺、西寺・丸山

２月23日㊍ ※
２月24日㊎ ※
２月27日⺼
２月28日㊋

三雲ふれあいセンター 三雲、妙感寺、吉永
２月29日氺
３月１日㊍

岩根まちづくりセンター 朝国、岩根東口、岩根東、
岩根西、岩根花園、正福寺３月２日㊎

３月５日⺼ 下田まちづくりセンター 下田（東、西、南、北）、
中山

３月６日㊋
サンヒルズ甲西 緑ヶ丘、大谷、桐松、堂の城、

湖南団地（北、中、南）３月７日氺
３月８日㊍

サンライフ甲西

夏見、針、ルモン甲西、中央、
平松３月９日㊎

３月12日⺼ ※

市内全域
３月13日㊋
３月14日氺 ※
３月15日㊍
※印の付いた日はポルトガル語の通訳があります。

■ 場所　水口社会福祉センター福祉ホール
（水口税務署北隣）
■ 開設期間　２月16日（木）～３月15日（木）
【土・日を除く】　午前９時～午後５時
※ 申告期限間際はなるべく避け、早めにお
越しください。
※ 期間中は税務署庁舎内では申告相談は行わず、作成済の申告書
の受付、納税、納税証明書の発行、用紙の交付のみを行います。

問水口税務署　 62◦0314

　３月15日（木）までに確定申告
書の提出や納税を行わなかった
場合や、税額を誤って申告した
場合には、不足の税金を納める
だけでなく、加算税や延滞税を
も納めなければならないことが
ありますのでご注意ください。

申告・納税は
� 正しく期限内に

水口税務署確定申告会場
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湖南市の
� 財務書類
湖南さんが住んでいる湖南市の財務書類を題材に会話をしています。
一家だんらんの会話をちょっとのぞいてみましょう。

湖南家の
家族構成

父：太郎

子：はなえ

子：一郎

母：花子

　

湖
南
市
が
平
成
22
年
度
の
財
務
書
類
を
作
成
し
た
よ
。
今
年
も
み

ん
な
で
見
て
み
よ
う
！

　

そ
う
な
ん
だ
よ
。
財
務
書
類
は
作
成
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
年
度

間
や
類
似
団
体
（
全
国
の
市
区
町
村
を
財
政
規
模
等
に
分
類
し
た
上

で
、
さ
ら
に
人
口
規
模
や
産
業
構
造
で
細
分
化
し
グ
ル
ー
プ
に
ま
と

め
て
い
る
も
の
）
で
比
較
し
て
問
題
点
な
ど
を
洗
い
出
し
て
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
。

　

湖
南
市
は
、
財
務
書
類
を
作
り
始
め
て
か
ら
３
年
が
経
過
し
て
い

る
か
ら
、
今
回
の
財
務
書
類
か
ら
過
去
３
年
間
の
推
移
を
見
ら
れ
る

よ
う
財
務
書
類
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
る
よ
。

　

そ
れ
じ
ゃ
お
父
さ
ん
が
説
明
し
て
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
、
市
が
資
産
を

作
る
た
め
の
費
用
負
担
を
ど
の
世
代
が
し
て
い
る
か
を
み
て
み
る
と
、

年
々
将
来
の
世
代
が
負
担
す
る
割
合
が
増
え
て
い
っ
て
い
る
ね
。
こ
れ

は
合
併
特
例
に
よ
る
事
業
（
甲
西
橋
架
替
、
小
学
校
耐
震
、
駅
周
辺
整

備
な
ど
）
を
起
債
（
借
金
）
で
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ね
。

　

市
の
持
っ
て
い
る
資
産
は
将
来
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
い
く
も
の

だ
か
ら
将
来
の
世
代
も
含
め
て
負
担
す
る
こ
と
自
体
悪
い
こ
と
で
は

無
い
け
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
計
画
的
な
事
業
推
進
が
必
要
だ
ね
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
も
や
っ
ぱ
り
難
し
く
て
良
く
分
か
ん
な
い
ね
！

　

去
年
も
家
族
で
財
務
書
類
を
見
て
み
た
け
ど
、
い
ま
い
ち
ピ
ン
と

来
な
か
っ
た
わ
ね
。

　

単
年
度
の
財
務
書
類
を
見
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
湖
南
市
の
現
状
が
よ

く
分
か
ら
な
い
わ
ね
。

●社会資本（上下水道や道路など公共施設）形成現世代負担比率

　社会資本形成の結果を表す公共資産のうち、純資産による形成割合を算定するも
ので、この割合が高いほど少ない負債で社会資本整備を進めてきたことを意味し、
将来世代の負担が少ないといえます。

社会資本形成の過去および現世代負担比率（％）

平成22年度 平成21年度 平成20年度

純資産合計
（千円）（Ａ）

公共資産合計
（千円）（B）

現世代負担比率
（A）／（B）×100

現世代負担比率 現世代負担比率

47,233,328 65,836,291 71.7 71.8 73.3

（平均的な値　50～90%） こにゃん

解説
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　資産老朽化比率は、年々上がってきて平均的な値を超えそうだけど大丈夫なのかな。

　

そ
う
よ
ね
、
こ
に
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
！
財

務
書
類
を
生
か
し
て
積
極
的
に
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
わ
ね
。

　

資
産
老
朽
化
比
率
が
上
が
っ
て
い
る
の

は
古
い
施
設
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
ね
。
施
設
が
古
く
な
る
と
修
繕
が

必
要
に
な
っ
て
維
持
管
理
費
も
増
え
る
か

ら
、
施
設
の
廃
止
、
貸
与
、
統
合
な
ど
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ね
。

　

今
回
は
、
湖
南
市
だ
け
の
年
度
比
較

だ
っ
た
け
ど
、
他
の
市
町
村
も
順
次
公

表
し
て
い
く
か
ら
類
似
団
体
で
比
較
し

た
ら
ま
た
違
っ
た
改
善
点
も
見
え
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
ね
。

　

い
ろ
ん
な
視
点
か
ら
分
析
し
て
よ
り

よ
い
湖
南
市
の
た
め
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
ね
。

●社会資本形成の将来世代負担比率

　公共資産は今後も引き続き市民サービスに利用されるものですので、現世代の負担だけで形成さ
れていることが一概によいとは言えませんが、健全な財政運営の視点で見ると、将来世代の負担に
頼り過ぎるよりも、現世代がすでに負担した割合が高い方が今後の財政運営にとって望ましいと考
えられます。
　この割合が低いほど将来世代の負担が少ないといえます。

社会資本形成の将来世代負担比率（％）

平成22年度 平成21年度 平成20年度

地方債残高
（千円）（Ａ）

公共資産合計
（千円）（B）

将来世代負担比率
（A）／（B）×100

将来世代負担比率 将来世代負担比率

22,610,463 65,836,291 34.3 32.7 30.5

（平均的な値　15～40%）

●資産老朽化比率

　有形固定資産のうち、土地以外の償却の対象となる資産に対する減価償却累計額の割合を計算す
ることにより、償却資産を作ってから平均してどの程度経過しているのかを全体として把握するこ
とができます。

資産老朽化比率（％）

平成22年度 平成21年度 平成20年度

減価償却累計額
（千円）（Ａ）

有形固定資産合計
（千円）（B）

土　　地
（千円）（C）

資産老朽化比率
（Ａ）/｛（Ｂ）－（Ｃ）+（A）｝×100

資産老朽化比率 資産老朽化比率

45,836,181 65,688,583 14,983,516 47.5 46.3 45.8

（平均的な値　35～50%）

　

そ
う
ニ
ャ
ー
。
だ
か
ら
去
年
に
第
２

次
行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
た
ん
だ

ニ
ャ
！

　

こ
れ
か
ら
の
湖
南
市
は
こ
の
大
綱
に

基
づ
い
た
実
施
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
行

財
政
の
改
革
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ニ
ャ
よ
。

　

平
成
22
年
度
湖
南
市
の
財
務
書
類
概

要
版
は
次
の
と
お
り
だ
ニ
ャ
！

　

年
度
末
の
人
口
で
割
っ
て
１
人
あ
た

り
の
財
務
書
類
に
し
て
あ
る
ニ
ャ
よ
。
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平成22年度普通会計財務書類４表の概要
【一人当たり】（湖南市）

【貸借対照表】 平成23年３月31日　現在人口　55,268人
（平成23年３月31日現在）

資産の部 金　　額 負債の部 金　　額
１．公共資産
　⑴　事業用資産
　⑵　インフラ資産
　⑶　売却可能資産
２．投資等
　⑴　投資及び出資金
　⑵　貸付金
　⑶　基金等
　⑷　その他
３．流動資産
　⑴　歳計現金
　⑵　減債基金等純資産の部
　⑶　未収金

1,191
678
510
3

101
6
0
90
6
34
8
25
2

１．固定負債
　⑴　地方債
　⑵　退職手当引当金
　⑶　その他

２．流動負債
　⑴　翌年度償還予定地方債
　⑵　その他

439
380
60
0

33
29
3

負債合計 472
純資産の部

純資産合計 855

資産合計 1,327 負債及び純資産合計 1,327

【行政コスト計算書】
（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

【純資産変動計算書】

【資金収支計算書】

（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

金　　額
経常費用 278

１．人にかかるコスト
　⑴　人件費
　⑵　退職手当引当金繰入
　⑶　その他
２．物にかかるコスト
　⑴　物件費
　⑵　減価償却費
　⑶　維持補修費
３．移転支出的なコスト
　⑴　社会保障給付
　⑵　他会計への支出
　⑶　その他
４．その他のコスト
　⑴　公債費（利払）
　⑵　その他

60
53
6
3
92
51
39
2

119
53
33
33
7
6
0

経常収益 15
使用料・手数料等 15
純経常行政コスト
（経常費用ー経常収益）

264

金　　額
期首純資産残高

純経常行政コスト
財源調達
　　地方税
　　地方交付税
　　経常補助金
　　建設補助金
　　その他
資産評価替・無償受入
その他

期末純資産残高

850

△ 264
269
151
29
63
6
21
△ 1
1

855

金　　額
１．経常的収支
２．公共資産整備収支
３．投資・財務的収支

73
△ 14
△ 62

当期収支
期首資金残高
期末資金残高

△ 1
9
8

（基礎的財政収支）
　　収入総額
　　支出総額
　　地方債発行額
　　地方債元利償還額
　　減債基金等増減

335
△ 335
△ 52
36
18

基礎的財政収支 1

※数値はすべて千円単位です。
※ 内訳について単位未満を四捨五入しているため合計が
合わないことがあります。

問
財
政
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
1
7

　

72
●
3
3
9
0
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滋
賀
県
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
／
退
職
者

○
15
～
30
年
勤
続
感
謝
状

　

元
副
分
団
長	

澤
田　
　

栄

　

元
部
長	

吉
川　

昌
宏

　
　

〃	

園　
　

常
和

　

元
班
長	

瀬
川　

真
一

　
　

〃	

竹
内　

範
行

　
　

〃	

青
木　

浩
司

　
　

〃	

竹
内　

政
典

　

元
団
員	

尾
崎　

豊
和

　
　

〃	

安
田　

浩
一

○
５
～
15
年
勤
続
感
謝
状

　

元
分
団
長	

木
田　

一
弥

　

元
副
分
団
長	

谷
口　

秀
樹

　

元
部
長	

喜
多　

昭
文

　
　

〃	

谷
村　

護
郎

　

元
班
長	

鈴
木　

恭
弘

　
　

〃	

今
村　

久
雄

　
　

〃	

宮
島　

賢
二

　
　

〃	

中
岡　
　

弘

　
　

〃	

小
林　
　

忠

　

元
団
員	

吉
田　

真
人

　
　

〃	

谷
口　

眞
臣

　
　

〃	

澤
田　

功
喜

　
　

〃	

藤
岡　

政
則

　
　

〃	

松
原　

寿
来

　
　

〃	

富
田　

和
也

滋
賀
県
知
事
表
彰

○
勤
続
功
労
章
（
伝
達
）

　

副
分
団
長	

高
田　

幸
男

　

団
員	

宇
佐
美　

崇

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章
（
伝
達
）

　

団
員	

井
上　
　

隆

　
　

〃	
大
嶋　

秀
徳

○
勤
功
章

　

副
分
団
長	
長
束　

英
幸

　

部
長	

吉
里　
　

徹

　

班
長	

太
田　

勝
政

　

団
員	

吉
川　

正
敏

○
20
年
勤
続
表
彰

　

副
分
団
長	

高
田　

幸
男

　

団
員	

宇
佐
美　

崇

○
10
年
勤
続
表
彰

　

１
月
８
日
、
新
春

恒
例
の
湖
南
市
消
防

出
初
式
を
行
い
、
長

年
に
わ
た
り
活
躍
し

た
退
団
者
へ
感
謝
状

を
贈
り
、
輝
か
し
い

功
績
を
上
げ
た
団
員

を
表
彰
し
ま
し
た
。

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た

退
団
者
と
表
彰
を
受

け
た
団
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

湖
南
市

消
防
出
初
式

　

部
長	

橋
本　

俊
弘

　

班
長	

伊
勢
谷
清
吾

　

  

〃	

紀
平　

正
人

　

  

〃	

武
田　

正
大

　

団
員	

奥
村　

藤
二

　

  

〃	

野
村　

孝
広

　

  

〃	

三
本
松　

亮

　

  

〃	

芦
田　
　

忍

　

  

〃	

橋
本　
　

淳

　

  

〃	

鈴
木　
　

勤

　

  

〃	

北
村　

茂
樹

　

  

〃	

山
元　

昭
司

○
精
励
章
（
金
章
）

　

団
員	

亀
井　

教
志

○
精
励
章
（
銅
章
）

　

団
員	

八
重
野　

旭

　

  

〃	

佐
々
木
幸
也

　

  

〃	

橋
本　

裕
司

　

  

〃	

谷
畑　

英
樹

　

  

〃	

太
田　

和
彦

　

  

〃	

中
村　

哲
也

　

  

〃	

井
上　
　

智

　

  

〃	

伊
地
知
克
文

　

  

〃	

小
室　
　

勇

　

  

〃	

林　
　

和
広

　

  

〃	

田
中　

修
治

　

  

〃	

盛
岡　

利
宏

　

  

〃	

大
鳥　

等
志

　

  

〃	

青
木　

樹
志

　

  

〃	

久
保
井　

尚

滋
賀
県
消
防
協
会
甲
賀
広
域
支
部
長
表
彰

○
功
績
章

　

班
長	

山
本　

康
広

　

  

〃	

福
島　

康
和

　

団
員	

石
本　

広
明

　

  

〃	

吉
川　

尚
幸

　

  

〃	

青
木　

正
晴

　

  

〃	

山
本　

康
一

○
５
年
勤
続
表
彰

　

団
員	

小
室　
　

勇

　
  

〃	

林　
　

和
広

　
  

〃	

田
中　

修
治

　
  

〃	

盛
岡　

利
宏

　

  
〃	

大
鳥　

等
志

　

  

〃	

高
畑　

新
二

　

  

〃	

谷
畑　

英
樹

　

  

〃	

加
藤　
　

靖

　

  

〃	

奥
村　

孝
大

　

  

〃	

内
記　

由
覚

　

  

〃	

岡
本　

基
秀

　

  

〃	

井
上　

智
洋

　

  

〃	

亀
井　

教
志

　

  

〃	

吉
川　

和
博

　

  

〃	

阪
本　

真
一

　

  

〃	

奥
村　
　

伸

市
長
表
彰

○�

市
長
特
別
表
彰
（
滋
賀
県
消
防
操
法

訓
練
大
会
出
場
）

　

指
揮
者	

福
山　

康
志

　

１
番
員	

蘆
田　

英
幸

　

２
番
員	

藤
井　
　

徹

　

３
番
員	

金
谷　

伸
彦

　

補
欠	

田
中　

章
夫

　

補
欠	

立
入　

大
輔

団
長
表
彰

○
３
年
勤
続
表
彰

　

団
員	

八
重
野　

旭

　

  

〃	

千
代　

雅
寿

　

  

〃	

佐
々
木
幸
也

　

  

〃	

富
田　

昭
吾

　

  

〃	

中
森　

和
彦

　

  

〃	

秋
山　

泰
一

　

  

〃	

福
島　

崇
行

　

  

〃	

中
村　

哲
也

　

  

〃	

葊
嶋　

秀
平

　

  

〃	

伊
地
知　

嵩

　

  

〃	

谷　
　

昌
宏

　

  

〃	

井
上　

隆
之

　

  

〃	

谷　
　

一
馬

　

  

〃	

谷
口　

慎
佐

　

  

〃	

上
西　
　

忍

　

  

〃	

川
浪　

一
洋

　

  

〃	

川
浪　

友
洋

　

  

〃	

青
木　

樹
志

　

  

〃	

原
田　
　

康

　

  

〃	

久
保
井　

尚

　

  

〃	

山
元　

雅
樹

市民の生命と財産を

守るために！
平成 24年
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市
で
は
「
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進
の
た
め
に
、

福
祉
・
保
健
・
医
療
・
教
育
・
就

労
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
民

や
事
業
者
と
協
力
し
、
湖
南
市
第

二
次
地
域
福
祉
計
画
、
湖
南
市
障

が
い
福
祉
計
画
・
障
が
い
者
福
祉
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
計
画
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
公
表
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・

ご
提
案
は
策
定
に
あ
た
っ
て
の
参

考
と
し
ま
す
。

■
計
画
案
の
公
表
日

　

２
月
１
日（
水
）

■
募
集
期
間

　

公
表
日
～
２
月
29
日（
水
）

■ 

閲
覧
場
所　

社
会
福
祉
課
、
情

報
公
開
室
〔
東
庁
舎
〕、
市
民

生
活
課
〔
西
庁
舎
〕、
各
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
市
民
学
習

交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
、各
会
館
、

み
く
も
地
域
人
権
福
祉
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

■
応
募
資
格

○�

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
す
る
人

○�

市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有

す
る
人
な
ど

■ 

応
募
方
法　

閲
覧
場
所
に
備
え

付
け
の
意
見
書
に
記
入
し
、
そ

の
場
で
提
出
す
る
か
、
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
意
見
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
〔
東
庁
舎
〕

　

�（
〒
5
2
0

−

3
2
8
8
住
所

記
載
不
要
）

　

71
◦
2
3
2
7

　

72
◦
3
7
8
8

　

fukushi@
city.konan.shiga.jp

市民の皆さんからの意見
� （パブリックコメント）を募集します

だれもが住み慣れた地域で
安心して暮らせる
まちづくりをめざして

　

先
月
22
日
、
石
部
文
化
ホ
ー
ル

で
「
Ｄ
１
だ
じ
ゃ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ

滋
賀
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
だ
じ
ゃ
れ
は
昔
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
る
言
葉
遊
び
。
小
さ
な

ユ
ー
モ
ア
は
皆
の
気
持
ち
を
温
か

く
し
ま
す
。
だ
じ
ゃ
れ
で 

人
と

人
の 

話
・
輪
・
和 

を
深
め
た
い
と
、

こ
に
ゃ
ん
市
こ
と
、
滋
賀
県
湖
南

市
で
だ
じ
ゃ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
開

催
し
ま
す
」。
こ
う
宣
言
し
て
、

平
成
16
年
の
千
葉
大
会
を
皮
切
り

に
、
静
岡
大
会
、
大
阪
大
会
を
経

て
平
成
20
年
に
は
全
国
大
会
が
開

か
れ
た
D
１
だ
じ
ゃ
れ
グ
ラ
ン

プ
リ
が
、
14
回
目
の
会
場
と
し
て

選
ん
だ
の
が
湖
南
市
で
し
た
。

　

滋
賀
県
で
初
め
て
の
大
会
を
主

催
し
た
の
は
、
石
部
文
化
ホ
ー
ル

自
主
事
業
実
行
委
員
会
い
べ
っ
く

の
皆
さ
ん
。
準
備
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

だ
じ
ゃ
れ
を
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

競
う
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
市
内
８
小

学
校
か
ら
18
組
と
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
一
般
参
加
者
６
組
が
、
当
日

の
飛
び
入
り
も
加
え
て
、
し
の
ぎ

を
削
り
ま
し
た
。

　

お
題
が
出
さ
れ
て
30
秒
で
だ

じ
ゃ
れ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
頭
の
固
い
大
人
が
だ
じ
ゃ

れ
を
考
え
つ
け
な
か
っ
た
り
、
小

学
２
年
生
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
小
学

６
年
生
を
打
ち
負
か
し
た
り
と
、

会
場
は
多
く
の
声
援
と
と
も
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
の
は
、「
き
ん
ぎ
ょ
」

の
お
題
に
、
す
か
さ
ず
「
金
魚
鉢

に
入
っ
た
金
魚
に
金
を
見
せ
る
と

『
金
! ?
ギ
ョ
ギ
ョ
』
と
ビ
ビ
っ
た
」

と
答
え
た
石
部
小
６
年
の
「
く
ま

の
一
人
部
屋
ー
ズ
」
の
３
人
。

　

絵
本
作
家
で
大
会
長
の
中
川
ひ

ろ
た
か
さ
ん
は
、「
湖
南
市
の
大

会
は
、
学
校
の
国
語
教
育
で
取
り

入
れ
て
、
だ
じ
ゃ
れ
の
レ
ベ
ル
が

も
の
す
ご
く
高
か
っ
た
。
全
国
か

ら
視
察
が
来
る
だ
ろ
う
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

だ
じ
ゃ
れ
は
頭
を
健
康
に
し
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

No.63

・
湖
南
市
第
二
次
地
域
福
祉
計
画
（
案
）

・
湖
南
市
障
が
い
福
祉
計
画
・

障
が
い
者
福
祉
計
画
（
案
）
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

草
津
年
金
事
務
所

お
す
す
め
し
ま
す

口
座
振
替
に
よ
る
国
民
年

金
保
険
料
前
納

　

４
月
分
か
ら
の
国
民
年
金
保
険

料
を
口
座
振
替
で
１
年
前
納
（
１

年
分
を
ま
と
め
て
納
付
）
ま
た
は

６
か
月
前
納
（
半
年
分
を
ま
と
め

て
納
付
）
す
る
と
保
険
料
の
割
引

が
あ
り
ま
す
。希
望
す
る
場
合
は
、

２
月
29
日（
水
）ま
で
に
金
融
機
関

ま
た
は
草
津
年
金
事
務
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は

不
要
で
す
。

　

現
在
、
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
人
で
あ
っ
て
も
、
前
納
を
希

望
す
る
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要

で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

納
付
方
法
も
あ
り
ま
す
！

　

口
座
振
替
の
ほ
か
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
１
年
前
納
、
６

か
月
前
納
、
毎
月
納
付
（
割
引
な

し
）
が
あ
り
ま
す
。
１
年
前
納
お

よ
び
６
か
月
前
納
の
割
引
は
、
納

付
書
に
よ
る
現
金
納
付
の
場
合
と

同
じ
で
す
が
、
一
部
免
除
が
承
認

さ
れ
た
期
間
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
は
、
登
録
以
降
継
続
的
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
被
保

険
者
に
代
わ
っ
て
立
替
納
付
を
行

い
、
カ
ー
ド
会
員
に
請
求
す
る
方

法
で
、
直
接
金
融
機
関
な
ど
の
窓

口
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示

し
納
付
す
る
方
法
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
手
続
き
は
草
津
年
金
事
務
所

で
お
願
い
し
ま
す
。

問�

日
本
年
金
機
構
草
津
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
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■ 

現
年
度
（
平
成
23
年
度
）
課
税
分

　

現
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
納
め

忘
れ
な
ど
に
よ
る
滞
納
の
早
期
解

決
を
図
る
た
め
催
告
書
の
送
付
、

電
話
催
告
、
臨
戸
訪
問
を
中
心
に

滞
納
整
理
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
景
気
の
低
迷

に
よ
る
収
入
の
減
少
、
失
業
者
の

増
加
な
ど
厳
し
い
経
済
状
況
を
痛

感
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
表
の
整
理
未
済
者
に
つ
い
て

は
、
納
税
の
意
思
が
希
薄
で
あ
る

と
み
な
し
、
法
律
に
基
づ
き
差
押

処
分
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
市
税
に
関
す
る
文
書
が

届
い
て
い
た
ら
放
置
せ
ず
至
急
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

過
年
度
（
平
成
22
年
度
以
前
）

課
税
分

　

過
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
納
税

の
意
思
が
見
ら
れ
な
い
悪
質
な
滞

納
者
に
対
し
、財
産
調
査
を
行
い
、

差
押
処
分
を
重
点
的
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
捜
索
な
ど
に
よ
る

差
し
押
物
件
（
茶
托
な
ど
）
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
よ
り
売
却

し
、
滞
納
市
税
に
充
て
ま
し
た
。

① １年前納…４月分から翌年３月分まで
の保険料を４月末に振り替えます。

　◆ 前納保険料額176,460円（14,705円／月）
　　割引額 3,780円（315円／月）
② ６か月前納…４月分から９月分までの保
険料を４月末に、10月分から翌年３月分
までの保険料を10月末に振り替えます。

　◆ 前納保険料額 89,100円（14,850円／月）
　　割引額 1,020円（170円／月）
③ 早割制度…毎月の保険料を当月末に振
り替えます。

　◆ 早割保険料額 　毎月14,970円　割引額 50円
④ 翌月振替…毎月の保険料を翌月末に振
り替えます。

　◆保険料額　毎月15,020円　割引なし

クレジットカードを利用した場合の
納付方法

① １年前納…４月分から翌年３月分まで
の保険料を４月末に引き落とします。
② ６か月前納…４月分から９月分までの
保険料を４月末に、10月分から翌年３
月分までの保険料を10月末に引き落と
します。
③ 毎月納付…毎月の保険料を翌月末に引
き落とします（割引なし）

滞
納
整
理
強
調
月
間
結
果

�

（
平
成
23
年
11
月
～
12
月
）

　

今
後
も
税
の
公
平
性
と
財
源
の

確
保
の
た
め
、
法
律
に
基
づ
く
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
滞
納
整
理

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問�

税
務
課
納
税
推
進
室
〔
東
庁
舎
〕

 
71
◦
2
3
2
0

現年度滞納整理結果

処分件数

整理対象者：1,337人　（金額：38,929,173円）
整理済（納付、分納誓約、滞納処分）
971人　26,795,473円�（うち徴収済額19,092,640円）

整理未済366人
� （金額12,133,700円）

※（　　　）は今年度の処分合計件数
預　金 不動産 給　与 その他 合　計

件　　数 93（243） 10（34） ３（10） ０（58） 106（345）
平成23年11月～12月

参考 口座振替を利用した場合の
保険料額（平成23年度の場合）
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「
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
」
が
施
行

さ
れ
て
３
年
半
が
た
ち
ま
し
た
。
昨
年

５
月
末
ま
で
に
被
害
者
に
返
金
さ
れ
た

額
は
全
額
・
一
部
返
金
を
合
わ
せ
て

44
億
円
で
す
。
一
方
、
口
座
が
凍
結
さ

れ
返
金
で
き
る
お
金
は
あ
り
な
が
ら
申

請
期
間
内
に
被
害
者
か
ら
の
返
金
申

請
が
な
か
っ
た
も
の
が
45
億
円
あ
り
ま

し
た
。「
一
旦
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た

お
金
が
返
金
さ
れ
る
な
ん
て
あ
り
得
な

い
」、「
返
金
手
続
き
が
面
倒
だ
」、「
利

用
し
た
口
座
が
返
金
対
象
に
な
っ
て
い

る
と
は
気
づ
か
な
か
っ
た
」
な
ど
の
理

由
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
個
人
が
銀
行

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
引
き
出
せ
る
１
日
の
限
度

額
は
通
常
50
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
被
害
者
が
振
り
込
ん
で
い

る
場
合
、
犯
人
は
１
日
で
全
額
引
き
出

せ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
被
害
に

遭
っ
た
ら
す
ぐ
に
振
り
込
ん
だ
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
と
警
察
に
連
絡
し
口
座

凍
結
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
の
架

空
・
不
当
請
求
に
応
じ
て
振
り
込
ん
で

し
ま
っ
た
り
、
融
資
を
す
る
と
言
わ
れ

さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
振
り
込
み
な
が
ら

結
局
融
資
さ
れ
な
か
っ
た
り
な
ど
詐
欺

被
害
に
あ
っ
た
人
は
、
預
金
保
険
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
振
込
先
の
口
座
が

返
還
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
設
け
て
申
請
を

受
け
付
け
被
害
額
に
応
じ
て
口
座
残
金

を
按
分
し
返
金
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
人
は
振
込
先
の
金

融
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

返
還
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の

情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
返
還
対
象
に

な
っ
た
場
合
に
連
絡
が
も
ら
え
ま
す
。

た
だ
し
、
口
座
の
残
高
が
千
円
未
満
の

場
合
に
は
国
に
納
付
さ
れ
返
金
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
お
金
が

返
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

消費者
悩みの相談室

問�

総
務
課
消
費
生
活
相
談
窓
口

〔
東
庁
舎
〕

　

71
◦
２
３
６
０

　

72
◦
３
３
９
０

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の

お
知
ら
せ

医
療
費
が
増
大
し
て
い
ま
す

　

滋
賀
県
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者
の
医
療
費
は
、
大
き
な

伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
病
気
や

け
が
の
治
療
は
必
要
な
こ
と
で
す

が
、
今
後
も
医
療
費
は
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
医
療
費
適
正

化
対
策
の
充
実
、
保
険
料
率
の
見

直
し
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
医
療
機
関
請
求
内
容

の
確
認
、
保
健
指
導
な
ど
医
療
費

の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
加

入
者
の
皆
さ
ん
も
健
康
的
な
生
活

習
慣
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
や
同
じ

病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

し
な
い
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
医

療
費
抑
制
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
、

受
診
の
マ
ナ
ー

～
医
療
機
関
の
適
正
な
受
診
を
～

①�

休
日
や
夜
間
に
救
急
医
療
機
関

を
受
診
し
よ
う
と
す
る
際
は
、

平
日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度

考
え
ま
し
ょ
う
。

②�

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
必
要
以
上
に
受
診
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
重
複
す
る

検
査
や
投
薬
は
、
か
え
っ
て
体

に
悪
影
響
が
あ
り
心
配
さ
れ
ま

す
。

③�
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）
は
先
発
医
薬
品
と
同

等
の
効
能
効
果
を
持
ち
、
費
用

も
お
お
む
ね
安
く
済
み
ま
す
の

で
、
医
療
機
関
窓
口
で
利
用
に

つ
い
て
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
保
険
年
金
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
◦
2
3
2
4

　

�

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
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平成 20年度から平成 22年度までの医療費の状況

平成20年度　　総額1,112億円

平成 21年度　　総額1,183億円

平成 22年度　　総額1,257億円

伸び率 6.38％（+71億円！）

伸び率 6.26％（+74億円！）

平成20年度　　823,333 円／一人

平成21年度　　853,187 円／一人

平成22年度　　882,206 円／一人

伸び率 3.63％（全国２位！）

伸び率 3.40％（全国２位！）

一人当たり
平均医療費は･･･

会社や店舗のＰＲに
� ぜひご利用ください
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会社や店舗のＰＲに
� ぜひご利用ください

　市では、自主財源の確保と地域経済の活性化を図るため、各家庭に配布する印刷物などに広告枠を
設けています。コミュニティバスの時刻表や、市民の皆さんにお届けする介護保険お知らせ封筒、市
の公用封筒に広告を掲載し、会社や店舗のＰＲにご活用ください。
　なお、掲載できる広告は市の公共物としての品位や公共性および公益性を妨げないもので、市民に
不利益を与えない中立性のあるものです。詳しくはお問い合わせください。

湖南市コミュニティバス時刻表 介護保険お知らせ封筒 市の公用封筒

発 行 部 数 6,000部
（年１回、３月下旬発行） 30,000部 40,000部

掲載サイズ 縦45㎜×横88㎜（黒一色） 縦60㎜×横120㎜ 縦50㎜×横90㎜（青一色）

募 集 枠 数 ６枠 １枠 ２枠

掲 載 料 １枠２万円～（申し込みが重複
した場合は入札）

１枠５万円～（申し込み多数の
場合、最高見積価格の業者に決定）

１枠５万円（申し込みが重複し
た場合は抽選）

応 募 締 切 ２月17日（金） ２月17日（金） ２月20日（月）

応 募 方 法 各応募締切までに広告掲載申込書と広告案を下記へ。
※申込書は下記に備え付けているほか、市ホームページからもダウンロードできます。

問い合わせ先 安心安全課〔東庁舎〕
71◦2325　 72◦2000

高齢福祉介護課〔東庁舎〕
71◦2356　 72◦3788

管財契約課〔東庁舎〕
71◦2313　 72◦2201

雑誌 スポンサー募集湖南市立
図書館
　図書館の雑誌コーナーをより充実させ、市民の皆
さんにより多くの雑誌を提供するために、スポン
サーを募集します。
■ 内容　図書館の雑誌コーナーで所蔵している雑誌
１誌の年間購読料を負担していただきます。その

際、雑誌の最新号のカバーや、雑誌の棚の見出し
に、スポンサーの名前や広告を入れることができ
ます。個人・団体・商店・企業での応募をお待ち
しています。応募方法など、詳しくは問へ。

問甲西図書館　 72◦5550

広告
　募集
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行
政
改
革
大
綱
の
４
本
柱
の
一

つ
「
物
的
戦
略
経
営
」
の
内
容
を

み
て
い
き
ま
す
。

１
．
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、

廃
止
・
統
合
に
よ
る
総
点
検

・
統
合
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
事
務
事
業
評
価
）
の
推
進

・
事
業
値
札
の
実
施

・
外
部
評
価
の
実
施

２
．
外
郭
団
体
な
ど
の
見
直
し

・
文
化
体
育
振
興
事
業
団
と
石
部

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の
見

直
し

・
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
経
営
改

革
と
補
助
支
援
の
見
直
し

・
そ
の
他
財
政
援
助
団
体
の
経
営

改
革
と
補
助
支
援
の
見
直
し

３
．
広
域
行
政
の
あ
り
方
と
負

担
割
合
の
見
直
し

・
甲
賀
広
域
行
政
組
合
お
よ
び
公

立
甲
賀
病
院
組
合
の
経
営
改
革

と
負
担
割
合
の
見
直
し

・
そ
の
他
広
域
行
政
の
負
担
割
合

の
見
直
し

４
．
公
共
施
設
の
あ
り
方
の
見

直
し

・
東
西
庁
舎
の
機
能
の
見
直
し

・
出
先
機
関
の
見
直
し

・
保
育
園
・
幼
稚
園
の
民
営
化

・
研
修
・
宿
泊
施
設
の
見
直
し

・
図
書
館
の
見
直
し

・
そ
の
他
公
共
施
設
の
見
直
し

５
．
補
助
金
、
負
担
金
、
給
付

事
業
な
ど
の
整
理
合
理
化

・
補
助
金
、
負
担
金
、
給
付
事
業

な
ど
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し

６
．
積
極
的
な
民
間
活
用

・
外
部
機
関
と
の
共
同
研
究
に
よ

る
民
間
活
用
手
法
の
導
入

・
民
間
委
託
の
導
入
拡
大

・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
拡
大

７
．
電
子
自
治
体
の
推
進

・
地
域
情
報
化
の
推
進

・
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
の
適
正
化

・
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策

問
財
政
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
◦
2
3
4
0

　

72
◦
3
3
9
0

公
共
施
設
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

行
政
改
革
レ
ポ
ー
ト

　

き
ら
め
き
湖
南
を
め
ざ
し
て
!

～
物
的
戦
略
経
営
の
取
り
組
み
～

　１月１日付けで、久保恵美

子さん（石部中央）が人権擁

護委員として法務大臣から委

嘱を受けました。人権に関す

ることでお困りのことがあれ

ば、お気軽にご相談ください。

問人権政策課〔東庁舎〕
　 71◦2354

新しい
人権擁護委員
を紹介します

滋賀県特定（産業別）
最低賃金改定のお知らせ

特定（産業別）最低賃金
（平成23年12月31日発効）

時間額

紡績業、化学繊維製造業、その他の織物業、染色整
理業、繊維粗製品製造業、その他の繊維製品製造業 736円

ガラス・同製品、セメント・同製品、衛生陶器、炭素・
黒鉛製品、炭素繊維製造業 821円

製鋼・製鋼圧延業、鋼材、鉄素形材、鋳鉄管製造業
　（平成16年12月18日発効）

775円

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具
製造業 822円

計量器・測定器・分析機器・試験機、光学機械器具・
レンズ製造業 806円

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業 804円

自動車・同附属品製造業 824円

各種商品小売業 751円

滋賀県最低賃金（平成23年10月20日発効） 709円

問�
滋
賀
労
働
局
賃
金
室

　

０
７
７

◦

５
２
２

◦

６
６
５
４

　

東
近
江
労
働
基
準
監
督
署

　

０
７
４
８

◦

２
２

◦

０
３
９
４
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あなたの周りの身近な出来事や話題をお待
ちしています。
　秘書広報課 　71●2300　　72●1467 へ

い
し
べ
え
ど
ん
と
学
ぼ
う
！
ふ
る
さ
と
の
歴
史

菩
提
寺
小
で
商
工
会
女
性
部
が
劇
披
露

五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を
願
う

東
寺
で
勧か
ん
じ
ょ
う請
吊づ

り
を
架
け
替
え

　

勧か
ん
じ
ょ
う請

吊づ

り
︵
縄
︶
は
、
集
落
の
出
入
り
口
の

道
の
上
に
架
け
ら
れ
、
集
落
に
悪
疫
や
災
難

が
入
っ
て
来
な
い
よ
う
に
す
る
結
界
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。
市
内
で
も
い
く
つ
か
の
集
落
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
寺
で
は
各
家
か
ら
持
ち

寄
っ
た
わ
ら
で
毎
年
１
月
９
日
に
大
し
め
縄

を
作
り
、
前
年
の
古
く
な
っ
た
縄
を
外
し
て
新

し
く
作
っ
た
縄
に
架
け
替
え
る
作
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

１
月
13
日
、
市
商
工
会
女
性
部

の
有
志
10
人
が
菩
提
寺
小
６
年
生
81

人
に
ふ
る
さ
と
菩
提
寺
の
歴
史
や
名

所
・
旧
跡
を
学
ぶ
劇
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

平
成
20
年
か
ら
市
内
の
各
小
学
校

で
地
元
の
歴
史
を
題
材
と
し
、
石
部

宿
の
ゆ
る
き
ゃ
ら
﹁
い
し
べ
え
ど
ん
﹂

を
主
人
公
と
し
た
劇
の
上
演
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
﹁
ち
ょ
っ
と
寄
り
道　

菩
提
寺
歩
き
﹂
と
題
さ

れ
た
こ
の
日
の
劇
で
は
、

石
造
多
宝
塔
や
坂
上
田

村
麻
呂
の
父
、
坂
上
苅

田
麻
呂
の
墳
墓
な
ど
菩

提
寺
に
あ
る
名
所
・
旧

跡
が
登
場
し
、
子
ど
も

た
ち
は
興
味
深
げ
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

勧
請
吊
り
の
飾
り
付
け
に
は
、
五

穀
豊
穣
を
願
う
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、

県
内
で
は
湖
南
、
湖
東
地
域
で
古
く

か
ら
続
く
集
落
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

飾
り
付
け
は
集
落
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
時
折
小
雪
の
舞
う
中
、

そ
の
年
の
鬼
子
と
中
老
講
15
人
が
集

落
内
の
倉
庫
に
集
ま
っ
て
縄
ぬ
い
作

業
を
行
い
、
集
落
の
長
老
で
あ
る
十

人
衆
の
確
認
を
受
け
て
、
夕
方
に
は

新
し
い
縄
に
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
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愛 ド ル大募集　どしどしご応募ください。愛 ド ル大募集　どしどしご応募ください。

にこにこ笑顔のカワイイ陽向♡朝陽っ！！！
まさに“わが家のアイドル”です♡
いつまでも仲良し姉妹でいてくださいね。

実道さん・麻紀さん（三雲）

　園庭で遊んでいて「寒い！」とふるえる保育士
の横で元気に走り回っている子どもたち。

Aちゃん�「先生のからだに、北風小僧のかんたろ
　うがいるのかも」

Bちゃん�「そうそう、走ったらいいよ」
子どもらしい発想に、ほのぼのとしました。
 

奥田　陽
ひなた

向ちゃん ３歳
　　　朝

あさひ

陽ちゃん ０歳

４歳児

Ｄ
１
だ
じ
ゃ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ
滋
賀
大
会

in
湖
南
市
が
開
催

「
く
ま
の
一
人
部
屋
ー
ズ
」（
石
部
小
６
年
）
が
優
勝

 　

1
月
22
日
、
石
部
文
化
ホ
ー
ル
で
だ
じ
ゃ

れ
を
競
う
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
﹁
Ｄ
１
だ

じ
ゃ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ
滋
賀
大
会
in
湖
南
市
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
あ
の
コ
ー
ト
、
買こ

う
と
い
て
！
ま
こ
ー
と

に
す
ま
ん
！！
﹂﹁
熊
本
の
ク
マ
の
で
き
た
く
ま

が
一
人
部ベ

ア屋
を
も
ら
え
な
く
て
﹃
く
ま
っ
た

な
ー
﹄﹂
な
ど
出
場
者
の
当
意
即
妙
な
だ
じ
ゃ

れ
に
、
立
ち
見
の
観
客
も
出
る
ほ
ど
満
席
の

会
場
が
沸
き
ま
し
た
。

　今月は甲西あかつき保育園です。

　保育園や幼稚園での子ども
たちのとっておきの会話を紹
介するコーナー。

　

３
人
一
組
の
小
学
生
チ
ー
ム

や
、
一
般
参
加
の
大
人
合
わ
せ
て

24
組
に
、
当
日
飛
び
入
り
枠
な
ど

を
加
え
た
激
戦
を
制
し
て
優
勝
し

た
﹁
く
ま
の
一
人
部
屋
ー
ズ
﹂︵
石

部
小
６
年
︶
の
リ
ー
ダ
ー
中
山
弘

都
さ
ん
は
﹁
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
が

ん
ば
れ
て
よ
か
っ
た
。
応
援
し
て

く
れ
た
み
ん
な
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲優勝した「くまの一人部屋ーズ」

▲3人の審判員が旗で判定
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眞柄　正子さん　100歳
　1912年（明治45年）１月生まれ
の眞柄正子さんが、100歳の誕生
日を迎えられました。
　いつまでもお元気で、長生きし
てください。

農からはじまる
湖南市の発信戦略

No.44

　今回は、会社勤めから転身し、湖南市の伝統野菜を作るfm 
craic（エフエム・クラック）の三峰教代さん（吉永）と佐々
木由珠さん（草津市）を紹介します。
　東京と大阪で全く別々の会社に勤めていた三峰さんと佐々
木さんが出会ったのは平成21年の秋、ハローワーク主催の新
規就農者を育成する事業でのことでした。
　「農業について何も知らなかったことが逆に幸いしたのかも
知れません」と話す二人は、最初はまったく経験や知識がなく、
それゆえに農業に対して素直に自然体で取り組むことができ
たそうです。「留学や勤めで滋賀を離れ、帰省するたびに滋賀
の良さを感じ、どんどん故郷である滋賀を好きになっていく
のが分かりました。でも、滋賀の知名度は低く、何とかした
いと常々思っていました」と話す三峰さんと佐々木さん。そ
んな二人が共同でfm craicを立ち上げたのは一昨年の春のこ
と。市内で畑を借り、下田なすや弥平とうがらしといった湖
南市の伝統野菜を作り始めました。「下田なすを草津に持って
いったらよく売れるんです。次に大阪に持っていったらもっ
と売れるんです。伝統に埋もれてしまっている『いいもの』を、
外からの目線で発掘して売り込んでいければいいですね」と
笑顔で語っていました。
　そんな二人のfm craicに、昨年12月「こなんマルシェ」の
企画運営が委託されることとなりました。「マルシェにはオー
プン当初からコーナーを持たせてもらっていましたが、企画
運営のお話しをいただいてからは、いろいろ考えるようにな
りました。今後は道の駅や農産物直売所などとは一線を画し
た“ここでしか買えない”ような店にしていきたいと思って

います。弥平とうがら
しなどは通年で売るこ
とができるので、湖南
市の発信の目玉にでき
る商品だと思います
よ」と今後の目標を熱
く語る二人でした。

fm craic（エフエム・クラック）
　三峰　教代さん
佐々木　由珠さん

ありがとうございます
中学生職場体験のぼり旗を寄贈

ご長寿おめでとうございます

　国際ソロプチミスト甲賀から、中
学生が職場体験を行っていることを
示すのぼり旗60本を寄贈いただきま
した。毎年行われている市内中学生
の職場体験で、協力いただく企業に
掲示していただきます。この旗の下、
奮闘する中学生を温かく見守ってく
ださい。

甲賀警察署と暴力団排除に
連携する合意書に調印
　１月12日、甲賀警察署と「湖南市
暴力団排除に係る相互連携に関する
合意書」に調印しました。１月から
施行された湖南市暴力団排除条例を
踏まえ、情報共有をしながら連携を
強化し、市内から暴力団排除をめざ
します。
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人

権

シ

リ

ー

ズ

　

同
和
問
題
と
は
、
同
和
地
区
に

住
む
人
々
や
同
和
地
区
出
身
者
が

日
常
生
活
を
送
る
な
か
で
差
別
さ

れ
る
わ
が
国
固
有
の
人
権
問
題
で

す
。
明
治
政
府
に
よ
る
太
政
官
布

告
（
解
放
令
）
に
よ
り
、
江
戸
時

代
ま
で
続
い
た
身
分
制
度
は
無
く

な
り
、
同
和
問
題
は
解
決
す
る
は

ず
で
し
た
。

　

し
か
し
、
１
４
０
年
を
経
過
し

た
今
な
お
、
偏
見
や
差
別
意
識
は

無
く
な
っ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

今
も
な
お
差
別
が
な
か
な
か
解
消

さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
の
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
原

因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
地
域
や
職
場
、
身
近
な
家
族
や

親
族
か
ら
伝
え
ら
れ
る
偏
見
や

差
別
意
識

◎
行
政
や
学
校
な
ど
で
の
啓
発
、

教
育
の
不
十
分
さ

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

媒
体
で
伝
え
ら
れ
る
間
違
っ
た

情
報

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け

で
差
別
意
識
は
つ
く
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
同
和
問
題
を
最
初
に

知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
家
族
や
近

所
、
学
校
の
友
人
な
ど
の
身
近
な

人
か
ら
聞
い
た
と
い
う
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
で
は
、
そ
こ
で
耳

に
す
る
情
報
は
、
同
和
問
題
や
被

差
別
部
落
に
つ
い
て
の
正
し
い
理

解
が
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
同
和
地
区
や
出
身
者
に
対
す

る
間
違
っ
た
理
解
で
、
差
別
や
偏

見
を
助
長
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
地
区
や
出
身
者
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
意
識
は
、
根
拠
の
な
い

情
報
に
惑
わ
さ
れ
て
起
こ
り
が
ち

で
す
。
人
づ
て
の
根
拠
の
な
い
噂

を
う
の
み
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
課
題
と

し
て
取
り
組
む
姿
勢
と
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
が
必
要

で
す
。
ぜ
ひ
、
地
域
で
開
催
さ
れ

る
人
権
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
市

の
講
座
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

同
和
問
題
の
解
決
に
む
け
て

ス
ポ
ー
ツ

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

■
日
時　

２
月
17
日（
金
）

　

午
後
７
時
～
９
時

■
場
所　

石
部
中
学
校
体
育
館

第
11
回
キ
ン
ボ
ー
ル
in
コ
ナ
ン

■
日
時　

２
月
19
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～

■
場
所　

総
合
体
育
館

■
種
目　

○
一
般
の
部

○�

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
ジ
ュ
ニ
ア

の
み
の
参
加
可
）

問
生
涯
学
習
課
〔
西
庁
舎
〕

　

77
◦
7
0
4
5

　

77
◦
6
2
5
3

体育協会新年度チーム・部員募集
　湖南市体育協会では、平成24年度の登録チームおよび部員を募集します。登録して、
スポーツ仲間を増やしませんか。

■ 団体種目　軟式野球、サッカー、バレーボール、ソフトボール、バスケットボール、
ビーチボール

■ 個人種目　テニス（硬式・軟式）、卓球、ゴルフ、バドミントン、陸上、剣道、柔
道、グラウンドゴルフ、ボウリング、水泳、パター
ゴルフ

■資格　市内に在住、在勤する高校生以上の人
※種目により異なる場合があります。
■申込方法　登録用紙を問へ。
※ 登録用紙は体育協会事務局に備え付けています。

問湖南市体育協会〔石部文化総合センター〕
　 77◦3356　 77◦3227
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問環境課〔東庁舎〕 71● 2358　 72●2201

◎譲ります
●健康器具（足踏みステップ）　●甲西高校制服
●スキー板（170cm）　●任天堂DSソフト（２本）
●パソコンディスプレイ（15インチ）
●女児用自転車（20インチ）

◎譲ってください
●大人用ショートスキー板　●学習机　
●パソコン（Windows XP）
●自転車（大人用、22～24インチ女児用、通学用）
●学生服（170cm）　●甲西高校学生カバン
●日枝中女子制服・体操服
※ 交換の交渉は、譲りたい人と譲ってほしい人の間で直接行っ
ていただきます。その際、連絡先の電話番号を相手方にお伝
えすることになりますのでご了承ください。

口座振替日・納期限
 ２月29日（水）

今月の休日開所日

12日（日） 午前９時～午後４時まで受付

今月の「粗大ごみ」戸別収集日
申込期限 収集日

３日（金）午前中 ７日（火）
17日（金）午前中 21日（火）
24日（金）午前中 28日（火）
３月２日（金）午前中 ３月６日（火）

18日（土）午前８時30分～午後５時15分

●国民健康保険税（第10期）
●固定資産税（第４期）
●介護保険料
●後期高齢者医療保険料

●保育料
●水道料金
●下水道使用料
●住宅使用料

交換銀行

今月の納税など

今月の休日納税相談日

　リサイクルプラザは、燃えないごみ、粗大ごみを処理する
施設です。
　「粗大ごみ」などの受付は、平日の午前９時～午後４時です。
　この時間帯に搬入できない場合は、今月の「休日開所日」
を利用してください。

　「粗大ごみ」を直接搬入できない人は、戸別収集をお申し
込みください。

※ 「粗大ごみ」戸別収集の申し込みは、期限までの平日（執
務時間内）に電話かFAXでリサイクルプラザへ。

75 ● 3933　 75 ● 3904
湖南市リサイクルプラザ

税務課〔東庁舎〕 71● 2320　 72 ● 2460
※毎週火・木曜日は、午後７時まで納税相談を行っています。

３
月
議
会
は
２
月
29
日（
水
）

か
ら

　

議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
会
初
日
は
提
案
説
明

の
み
の
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
開
議
時
刻　

午
前
９
時
30
分

　
（�

本
会
議
初
日
は
午
前
10
時
か

ら
の
予
定
で
す
）

問�

議
会
事
務
局
〔
東
庁
舎
〕

 

71
●
２
３
４
７

 

72
●
２
４
９
５

学
校
給
食
材
料
指
定
業
者
の

登
録
申
請
受
付

　

平
成
24
年
度
に
学
校
給
食
用
材

料
の
納
入
を
希
望
す
る
業
者
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■ 

受
付
期
間　

2
月
15
日（
水
）～

24
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※�
申
請
書
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問�
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

 

72
●
３
１
８
５

 

72
●
１
１
８
０

湖
南
市
暴
力
団
排
除
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
」「
暴
力

団
に
協
力
し
な
い
」「
暴
力
団
と

交
際
し
な
い
」

　

市
で
は
、地
域
か
ら
暴
力
団
を
排

除
し
、市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、社
会
経
済

活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
暴
力
団
排
除

条
例
を
制
定
、施
行
し
ま
し
た
。

　

暴
力
団
は
皆
さ
ん
の
生
活
や
事

業
活
動
に
介
入
し
、
安
全
を
脅
か

す
反
社
会
的
勢
力
で
す
。
近
年
で

は
、
組
織
の
実
態
を
隠
し
企
業
活

動
を
装
う
な
ど
巧
妙
な
資
金
獲
得

活
動
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

暴
力
団
の
排
除
に
は
、
警
察
、

行
政
、企
業
、市
民
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

暴
力
団
に
よ
る
悩
み
・
困
り

ご
と 

の
相
談
は
、
滋
賀
県

暴
力
団
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー

︵

0
7
7
●

5
2
5
●

8
9
3
0
︶
へ

問�

安
心
安
全
課
〔
東
庁
舎
〕

 

71
●
2
3
2
5

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等

技
術
職
員
募
集

■�

勤
務
地　

近
畿
地
区
の
国
立
大

学
・
高
等
専
門
学
校

■ 

募
集
区
分　

電
気
・
機
械
・
建

築
な
ど

■ 

応
募
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
人

■ 

受
付
期
間　

４
月
１
日（
日
）
～

10
日（
火
）

■ 

一
次
試
験
日　

５
月
20
日（
日
）

問�

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

員
統
一
採
用
試
験
事
務
室

 
０
７
５
●
７
５
３
●
２
２
２
７
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環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
公

告
・
縦
覧
お
よ
び
説
明
会

　

滋
賀
県
土
地
開
発
公
社
で
は
、

竜
王
町
大
字
岡
屋
地
先
に
お
い
て

「（
仮
称
）
竜
王
岡
屋
工
業
団
地
造

成
事
業
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
滋
賀
県
環
境
影
響
評
価
条

例
に
基
づ
き
、
事
業
内
容
や
環
境

影
響
評
価
に
関
す
る
調
査
結
果
な

ど
を
記
載
し
た
環
境
影
響
評
価
準

備
書
の
公
告
・
縦
覧
を
す
る
と
と

も
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■�

縦
覧
期
間　

2
月
13
日（
月
）～

3
月
12
日（
月
）

■�

縦
覧
場
所　

市
役
所
東
庁
舎
環

境
課
、
竜
王
町
役
場
生
活
安
全

課
、
滋
賀
県
東
近
江
環
境
・
総

合
事
務
所
環
境
課
、
滋
賀
県
甲

賀
環
境
・
総
合
事
務
所
環
境

課
、
滋
賀
県
土
地
開
発
公
社

■�

意
見
書
の
提
出　

環
境
保
全
の

見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
人
は
、

3
月
26
日（
月
）ま
で
に
縦
覧
場

所
に
備
え
つ
け
の
用
紙
に
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

説
明
会

　

○�

日
時　

2
月
26
日（
日
）

　
　

午
後
７
時
～

　

○
場
所　

竜
王
町
公
民
館

問
滋
賀
県
土
地
開
発
公
社

　

0
7
7
●
5
2
2
●
2
5
9
7

　

0
7
7
●
5
2
4
●
5
5
3
0

住
居
表
示
を
実
施
す
る
字
の

区
域
と
名
称
の
変
更
案
公
示

　

菩
提
寺
地
域
の
一
部
の
字
の
区

域
と
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
、
住

居
表
示
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ
ま

し
た
の
で
、そ
の
案
を
公
示
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
案
に
意
見
の
あ
る

人
は
公
示
期
間
中
に
案
の
変
更
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
請

求
に
は
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る

有
権
者
50
人
以
上
の
署
名
と
理
由

書
が
必
要
で
す
。

■�

公
示
期
間　

２
月
14
日（
火
）～

３
月
14
日（
水
）

問
市
民
課
住
居
表
示
推
進
室
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
0
1

　

71
●
2
3
5
5

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
交
付
金
説
明
会

■�

対
象
者　

平
成
24
年
度
に
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

の
対
象
事
業
（
レ
ン
ゲ
、
冬
期

湛た
ん

水
な
ど
）
に
取
り
組
む
予
定

の
農
業
者

■�

日
時　

2
月
25
日（
土
）

　

午
後
７
時
30
分
〜

■�

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ
（
甲
賀
市
）

問
農
林
振
興
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
2
9

　

�

甲
賀
農
業
農
村
振
興
事
務
所
農

産
普
及
課

　

63
●
6
1
2
6

嘱
託
職
員
・
臨
時
職
員
募
集

�

（
4
月
1
日
採
用
）

【
嘱
託
・
臨
時
職
員
共
通
事
項
】

■�

応
募
資
格　

昭
和
22
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

※�

職
種
に
よ
り
必
要
資
格
が
異
な
り
ま
す
。

※�

臨
時
（
緊
急
雇
用
）
に
は
、
滋
賀
県
緊
急
雇
用
創
出

特
別
推
進
事
業
に
よ
り
過
去
に
湖
南
市
ま
た
は
他
の

市
町
で
雇
用
さ
れ
た
人
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■�

通
勤
手
当　

市
の
規
定
に
よ
り
支
給

■�

社
会
保
険
な
ど　

週
30
時
間
以
上
勤
務
の
場
合
は
社

会
保
険
な
ど
に
加
入

■�

申
込
方
法　

2
月
14
日（
火
）ま
で
（
必
着
）
に
申
込

書
を
問
へ
（
郵
送
可
）。

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
（
東
庁
舎
）、
市
民
生
活
課
（
西

庁
舎
）
に
備
え
付
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

郵
送
の
場
合
、
80
円
分
の
切
手
を
同
封
の
こ
と
。

※�

複
数
職
種
へ
の
申
込
不
可
。

※�

履
歴
書
・
資
格
証
明
書
な
ど
は
、
試
験
日
に
持
参
の

こ
と
。

■�

面
接
日　

2
月
23
日（
木
）・
24
日（
金
）の
う
ち
市
が

指
定
す
る
日
時

■
面
接
場
所　

市
役
所
東
庁
舎

※�

外
国
人
相
談
通
訳
に
つ
い
て
は
、
通
訳
・
翻
訳
な
ど

の
実
技
試
験
あ
り
。

【
嘱
託
職
員
】

■�

雇
用
期
間　

原
則
１
年
間
（
必
要
に
応
じ
て
５
年
を

超
え
な
い
範
囲
で
更
新
あ
り
）

【
臨
時
職
員
】

■�

雇
用
期
間　

原
則
６
か
月
間
（
必
要
に
応
じ
て
６
か

月
を
超
え
な
い
範
囲
で
更
新
あ
り
）。
た
だ
し
、
育

休
代
替
は
表
に
記
載
の
期
間
。

問
総
務
課
〔
東
庁
舎
〕　

71
●
2
3
1
2

区分 記号 職　種 募集
人数 賃金など 勤務時間など（※1） 勤務場所 必要資格など（※2）

嘱
託

S７ 家庭児童相談員 ２ 月額� 172,800円
� ※３ 午前８時30分～午後５時15分 石部保健センター 社会福祉士

S８ 手話通訳 １ 月額� 180,000円
� ※３ 午前８時30分～午後５時15分 市役所東庁舎 手話通訳士または都道府県が認定する

手話通訳者、普通自動車免許
臨
時（
緊
急
雇
用
）

R１ 一般事務 Ａ １ 日額� 6,200円 午前８時30分～午後５時15分 市役所東庁舎 パソコン操作

R２ 外国人相談通訳 １ 日額� 8,000円 午前８時30分～午後５時15分 水戸保育園 ポルトガル語の会話・翻訳ができること、
パソコン操作

R３ 生活指導相談員 ５ 日額� 6,200円 午前８時30分～午後５時15分 市内小・中学校
教員免許の有無は問わないが、子ども
の対応に経験と実績を有すること。
普通自動車免許

臨
時
（
育
休
代
替
）

D１ 保育士 １ 日額� 8,000円 午前８時30分～午後５時15分　※４
（平成25年３月31日まで） 市内保育園 保育士資格

D２ 保育士 １ 日額� 8,000円 午前８時30分～午後５時15分　※４
（平成26年３月31日まで） 市内保育園 保育士資格

D３ 保健師または
看護師 １ 日額� 10,000円

� ～ 9,400円
午前８時30分～午後５時15分　※５

（平成25年４月30日まで） 市役所東庁舎 保健師免許または看護師免許

D４ 保健師または
看護師 １ 日額� 10,000円

� ～ 9,400円
午前８時30分～午後５時15分　※５

（平成26年４月30日まで） 保健センター 保健師免許または看護師免許

※１　特に明記のないものは、月～金曜日の週5日勤務（昼休み1時間）。
※２　必要となる資格、免許については、平成24年3月31日までの取得見込も可。
※３　市の規定により期末手当を支給。

※４　シフト制により、早朝・延長保育、土曜保育（午後1時まで）従事の場合あり。
※５　勤務時間などについては応相談。
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動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
な
ど

の
運
行
中
に
発
生
し
た
事
故

（
自
損
含
む
）
に
よ
り
、
死
亡

ま
た
は
け
が
を
し
た
と
き
。

■�

加
入
方
法　

加
入
申
込
書
に
掛

金
（
加
入
人
数
×
5
0
0
円
）

を
添
え
て
、
取
扱
金
融
機
関
窓

口
、
安
心
安
全
課
、
市
民
生
活

課
〔
西
庁
舎
〕、
各
出
張
所
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

加
入
申
込
書
は
、安
心
安
全
課
、

市
民
生
活
課
、
各
出
張
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

※�

平
成
17
年
度
以
降
に
加
入
し
た

こ
と
が
あ
る
世
帯
に
は
、
２
月

上
旬
に
加
入
申
込
書
を
郵
送
し

ま
す
。

※�

区
、
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■�

取
扱
金
融
機
関　

滋
賀
銀
行
、

関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
、
滋
賀
県

信
用
組
合
、
湖
東
信
用
金
庫
、

近
畿
労
働
金
庫
の
各
本
支
店
、

甲
賀
農
業
協
同
組
合
の
本
支
所

問�

安
心
安
全
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
2
5

　

72
●
2
0
0
0

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

　

野
外
で
の
楽
し
い
活
動
を
通
じ

て
技
能
を
体
得
し
、
自
立
心
・
豊

か
な
心
・
耐
え
る
力
が
身
に
つ
く

よ
う
一
貫
し
た
教
育
方
針
の
も
と

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

※�

募
集
対
象
は
４
月
か
ら
の
学
年
齢
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
湖
南
第
１
団

■�

募
集
対
象　

小
学
校
１
年
生
か

ら
大
人
ま
で
性
別
を
問
わ
ず
何

歳
か
ら
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

● 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
体
験
・

説
明
会

　

楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
び
な
が

ら
学
び
ま
し
ょ
う
。
説
明
会
で
は

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
・
活
動
の

説
明
を
し
ま
す
。

■�

日
時　

２
月
26
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■�

場
所　

中
央
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー

■�

対
象　

小
学
校
低
学
年
の
子
ど

も
と
保
護
者
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

■�

申
込
方
法　

２
月
24
日（
金
）ま

で
に
中
央
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ
。

湖
南
第
１
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ex.biw

a.ne.jp/
~saj-kou4/

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
滋
賀
県
第
35
団

〈
旧
石
部
地
域
〉

■�

募
集
対
象　

就
学
１
年
前
の
幼

児
か
ら
大
人
ま
で

●
一
日
体
験
（
お
菓
子
作
り
ほ
か
）

■�

日
時　

２
月
26
日（
日
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

■�

場
所　

じ
ゅ
ら
く
の
里

※�

見
学
・
入
団
体
験
は
随
時
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
（
三

浦

77
●
８
１
０
８
）
へ
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
滋
賀
県
第
36
団

〈
旧
甲
西
地
域
〉

■�

募
集
対
象　

就
学
１
年
前
の
幼

児
か
ら
小
学
生
ま
で

●
入
団
説
明
会
・
活
動
体
験

■�

日
時　

３
月
10
日（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～

■�

場
所　

中
央
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー

■�

申
込
方
法　

２
月
24
日（
金
）ま

で
に
中
央
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ
。

※�

入
団
体
験
は
随
時
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
（
服
部

77

●
２
７
５
０
）
へ
。

問�

生
涯
学
習
課
〔
西
庁
舎
〕

　

77
●
６
２
５
０

　

77
●
６
２
５
3

振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
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ム
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か
、
農
林
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市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）

75◦8190　 75◦8192

石部南まちづくりセンター
・ 77◦2535

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）
　基礎からシステムの相談までボラン
ティアメンバーが指導します。
■日時　毎週月曜日（祝日を除く）
　午前９時30分～11時30分
※事前に相談内容をおしらせください。

甲西文化ホール
72◦2133　 72◦7305（月曜休館）
http://www.konan-buntai.jp/

第8回湖南市早春コンサート
　市内のアマチュアの合唱団、合奏団の
音楽会です。
■日時　２月19日（日）
　午後０時50分開演

湖南市華道クラブ早春生け花展
　池坊流、嵯峨御流、小原流、草月流、
未生流、芳和遠州流、桑原専慶流が一堂
に会します。
■開催期間　２月15日（水）～22日（水）
　午前８時30分～午後５時

社会で子育てフォーラム
～里親、ファミリーホームの活動を

知ってください～
　さまざまな事情で家庭
で暮らせなくなった子ど
もを家族の一員として迎
え入れ、深い愛情と理解

を持って育てる人が「里親」です。また、
里親や児童福祉施設従事経験者などが自
宅で補助者の協力を得て、５～６人の子
どもを育てる家を「ファミリーホーム」
といいます。里親やファミリーホームの
素敵な家庭や活動の話を聞いてみませんか。
■ 日時　２月18日（土）
　午後１時30分～４時
■ 場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）
■ 内容
○里親による養育体験発表
○ 里親による東日本大震災被災地での子
どもへの支援

○ 講演「社会的養護におけるファミリー
ホームの役割とその魅力」

　 講師：村田和木さん（ノンフィクショ
ンライター）

○ 展示　東日本大震災被災地での子ども
への支援のようす

■ 申込方法　２月10日（金）までに住所・
氏名・電話番号、託児（未就学児）の
有無を問へ。申込状況によっては、当
日参加も可能です。

問 滋賀県子ども・青少年局
 077●528●3551　 077●528●4854
　 capdvup@pref.shiga.lg.jp

第3回湖南市の魅力再発見ツアー
　市内には、湖南三山以外にも、魅力的
な観光資源がたくさんあります。それら
を多くの市民の皆さんに知っていただく
ために開催します。
■ 日時　３月４日（日）
　午前９時～午後４時（雨天決行）
■ コース（予定）　甲西文化ホール→石
部頭首工→常楽寺→吉御子神社→れ
がーと（昼食）→善水寺→紺喜染織→
こなんマルシェ

■ 参加費　1,000円（昼食代、保険料、
資料代）

■ 対象　市内在住で小学５年生以上の人
■ 定員　40人（先着順）
■ 申込方法　はがきに郵便番号、住所、
氏名、電話番号と「湖南市の魅力再発
見ツアー参加希望」と明記し、２月29
日（水）まで（必着）に問へ。

※はがき１枚で２人まで申込可
問 湖南市観光物産協会事務局
　（〒520-3288住所記載不要）
 71●2157　 72●9622

サンヒルズぱそこん塾
　今月は第２・３・４週の午前の部で
ワードでのカレンダーを作ります。画像
挿入などでオリジナルのカレンダーを作
成しましょう。
■日時　毎週土曜日
　午前10時～正午　午後７時～９時
■受講料　１時間500円（回数券あり）
■講師　NPO法人湖南ネットしが
※ 初めての人は２月10日（金）までに申し
込んでください。

企画展示 水彩画サークルアトリエマルディ
　柑子袋まちづくりセンターで活動して
いる水彩画サークルの作品を展示します。
■ 日時　２月８日（水）～20日（月）
■ 場所　エントランスホール

春の市民講座
■ 申込方法　希望の講座名を電話で中央
まちづくりセンターへ。

音楽講座
～楽しくみんなで歌いましょう。

童謡からポップスまで～
■ 日時　２月14日（火）、28日（火）〔全２回〕
　午前10時～11時30分
■講師　井上政廣さん

ハングル講座～初心者体験教室〜
■ 日時　２月24日（金）、
３月２日（金）〔全２回〕
　午後７時～９時
■講師　全宥信さん

ビーズアクセサリー教室
～初心者向きかんたんネックレス～
■日時　３月22日（木）
　午後１時30分～３時30分
■講師　中川昌代さん
■ 持ち物　糸切りはさみ、眼鏡（必要な
人）、材料費（1,800円）

■定員　８人
■申込締切　２月29日（水）

ヨガ講座　
■日時　３月10日（土）
　午前10時～11時
■ 講師　青木千草さん（STUDIO CITTA）
■定員　20人

小学生春休み英語教室
～Let’s speak English～

■ 日時　３月26日（月）・27日（火）〔全２回〕
・１～３年生コース　午前９時45分～
10時45分
・４～６年コース　午前11時～正午
■講師　藤井千景さん
■定員　各コース10人（先着順）

光星学園音楽リズム発表会 
　うたや音楽リズム、合奏、鍵盤ハ－モニカ
奏の楽しい発表をぜひ見に来てください。
■日時　２月８日（水）ひかり幼稚園
　２月９日（木）三雲幼稚園
　２月10日（金）水戸幼稚園
　午前９時45分～11時30分
■場所　甲西文化ホ－ル
問光星学園事務局　 75●5901

中央まちづくりセンター
72◦3762 72◦6551
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ハイキングで冬の酒蔵めぐり
　「御代栄」を醸造してい
る北島酒造と「香の泉」
を醸造している竹内酒造
を訪れます。どちらとも
試飲できます。また竹内酒造では年に一
度の蔵元見学会が開催され、普段は見る
ことができない蔵の内部を見学すること
ができます。参加特典として、両蔵元の
ロゴ入り猪

ちょこ

口を差し上げます。
■ 日時　２月11日（祝）
　 午前10時20分ＪＲ甲西駅南口集合、午
後２時30分ごろＪＲ石部駅解散予定
※ 事前申込不要。当日、甲西駅に直接お
越しください。

問 滋賀県草津線複線化促進期成同盟会
（企画・まちづくり課内）〔東庁舎〕

 71●2316　 72●2000

湖南市歴史講座「＜甲賀忍者＞の実像」
　『＜甲賀忍者＞の実像』の出版を記念
し著者が語ります。戦国～江戸～明治と
家筋と由緒を守り生き抜いた甲賀忍者の
実像が、今明らかに。
■ 日時　３月11日（日）
　午後２時～３時30分
■ 場所　石部まちづくりセンター

湖南市緑の分権改革
プロジェクト実証調査セミナー
　総務省「緑の分権改革」調査事業を受
託し、湖南市が実施している取り組みの
報告会として開催します。
■ 日時　２月25日（土）　
　午後１時～
■ 場所　甲西文化ホール
■ 内容
・提言　原口一博さん（元総務大臣）
・各プロジェクトによる活動内容報告
・開発された特産品の試食会
■ 後援　びわ湖放送株式会社
■ 申込方法　２月10日（金）までにFAX
またははがき・Eメールで問へ。

問企画・まちづくり課〔東庁舎〕
　（〒520-3288住所記載不要）
 71●2316　 72●2000
　 kikaku@city.konan.shiga.jp

日本語指導者養成講座
　外国の人に日本語を教える方法を学ぶ
講座です。
■ 日時　３月３日（土）
　午前10時～午後５時
■ 場所　中央まちづくりセンター
■ 受講料　会員無料、一般3,000円
■ 講師　原田朋子さん
■ 定員　30人
■ 申込方法　２月29日（水）までに、電
話、FAX、Ｅメールで問へ。

問 湖南市国際協会事務局
 ・ 71●4332
　 kia@gaia.eonet.ne.jp

子どもたちの思いを感じてください
～児童生徒人権標語ポスター展

＠甲西図書館～
　市内小・中学校と三雲養護学校の児
童・生徒による人権標語と
人権ポスターを、甲西図書
館にて展示します。
■ 期間　２月８日（水）～15
日（水）（休館日は除く）
　午前10時～午後６時（初日は正午～）
問人権教育課〔西庁舎〕
 77●7036　 77●4101

つどいの広場おおぞら
　乳幼児を持つ親子が気軽に集い、交流
できる場所として開放しています。
■ 開放日　火～土曜日（祝日は除く）
　午前９時～午後２時
■ 対象　未就園児と保護者

今月のイベント
バルーンアートで楽しもう！
■ 日時　２月24日（金）
　午前10時30分～
■ 講師　ボランティアグループ「ふわふわ」
■ 定員　15組（先着順）
■ 参加費　100円
■ 申込締切　2月10日（金）
問NPO法人ふれあいセンター「そよ風」
 72●6153

男性の料理教室
　料理のできる男性は
魅力的だと思いません
か。毎年、多くの男性
が参加する人気の教室です。料理を通し
いろいろなことを学び、仲間をつくり、
新しい世界を広げましょう。
■ 対象　市内在住のおおむね60歳以上
で、料理の経験がほとんどない男性

■ 日時　４月～平成25年３月までの毎月
１回

　午前10時～午後２時
■ 場所　①保健センター
　②老人福祉センター（予定）
■ 定員　①、②ともに10人（先着順）
■ 申込締切　２月27日（月）
問 地域包括支援センター（高齢福祉介護

課内）〔東庁舎〕
 71●4652　 72●3788

誰にでもできる心のケア
タッピングタッチ体験講座

（湖南市まちづくり市民活動補助金助成事業）
　福祉の現場でも使われているタッピン
グタッチを体験しませんか。張りつめた
気持ちと身体をゆるめ、心温まる時間を
共有しましょう。
■ 日時　２月13日（月）
　午前10時30分～正午
■ 場所　社会福祉センター
■ 受講料　300円
■ 講師　岩井誠さん（タッピングタッチ
協会会員）

■ 定員　20人
■ 申込方法　２月８日（水）までにFAX
または電話で問へ。

問ワッハこなん　上西 ・ 75●0486

■ 講師　藤田和敏さん（相国寺史編纂室
研究員）

■ 定員　50人
■ 申込方法　３月９日（金）までに電話で

問へ。
問生涯学習課〔西庁舎〕
 77●6250　 77●6253

イベント・講座あらかると情報 information
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イベント・講座
information

子育てリフレッシュタイム
　毎日の子育てに追われているあなた。
子どもを預けて、自由な時間を過ごして
みませんか。
■日時　３月12日（月）
　午前９時30分～正午
■場所　女性センター 
■ 対象　市内に在住ま
たは在勤で、生後４か月以上の未就学
の子どもがいる女性

■定員　子ども10人（先着順）
■ 参加費　子ども一人につき400円（保
険料含む）

■ 持ち物　お茶、着替え、バスタオル、
ビニール袋など

■保育者　保育サービス「ぽっぽ」
■ 申込方法　月～土曜日に電話で問へ。
※ 一時保育もしています。午前９時～正
午の間にお問い合わせください。

問女性センター ・ 72●8588

パソフレ講座
「ITサロン」（パソコン相談）
◇三雲まちづくりセンター
　日時　２月２日（木）、３月１日（木）
　午後１時30分～３時
◇ふれあいの館（石部）※ネット接続可
　日時　２月10日（金）、３月９日（金）
　午後１時30分～３時
◇ 鳩の街市民交流スペース（平和堂石部
店２階）※ネット接続可
　日時　２月17日（金）、３月16日（金）
　午後１時30分～３時
◇ 市民学習交流センター（サンヒルズ甲
西）※ネット接続可
　日時　２月24日（金）、３月23日（金）
　午後１時30分～３時
※ 申込不要、パソコ
ン持込可
※ ほかにも困り事な
どがあれば気軽に
ご連絡ください。

問 ＮＰＯ法人パソフレ
 谷 75●0063　 090●8125●2721
 鈴木 75●5466
 http://www.pasofure.org/

全国一斉！法務局休日相談所
■日時　２月12日（日）
　午前10時～午後４時
■場所　大津地方法務局甲賀支局
■ 相談内容　不動産登記、会社・法人登
記、土地の境界、人権擁護、戸籍、国
籍、供託に関する相談、東日本大震災
の被災に関すること　など

※ 相談は予約制です。事前に 62●0259
まで電話してください。

問大津地方法務局総務課
 077●522●4671

思春期公開講座
摂食障害の回復

～家族・支援者にできること～
■日時　２月25日（土）
　午後２時～４時30分
■場所　近江八幡市文化会館小ホール
■ 講師　宇佐美政英さん（児童精神科医）
■定員　100人
※申込不要、当日会場にお越しください。
問滋賀県立精神保健福祉センター
 077●567●5010

石部中学校区人権フェスタ
「みんなで守ろう！子どもの未来」
　校区外からの参加もお待ちしています。
■日時　２月19日（日）
　午前10時～正午
■場所　石部中学校
■内容
○ お話の読み聞かせ「本を通して子ども
の想像力を育てよう」
　実演：子ども・本・文化を考える会
○ 講演「親も子も温かい気持ちで過ごす
には～発達障がいのある子どもの理解
を通して～」
　講師：松浦加代子（発達支援室長）
問人権教育課〔西庁舎〕
 77●7036　 77●4101

大正琴ボランティア講座
　手軽にはじめられる大正琴を練習し、
ボランティアをしてみませんか。初心者
でもOK、大正琴は貸し出しします。
■ 日時　２月13日・27日、３月12日・26日、
４月９日・23日（すべて月曜日）〔全６回〕
　午後１時30分～３時
■場所　ボランティアセンターふれあい
■対象　市内在住または在勤の人
■定員　10人（先着順）

シルバー菜園教室
　「自分で作った安全で新
鮮な野菜を食卓に、でも
一から自分でやってみる
のはちょっと…」という人、一緒に基礎
から野菜作りをしませんか。初回（３月
16日（金）午前10時～）は、社会福祉セン
ターで年間の予定を説明します。
■ 作業場所　正福寺の畑（甲西北中学校
付近）

■ 対象　市内在住または在勤の60歳以上
の人

■定員　５人（先着順）
■受講料　実費
問 ボランティアセンター
 ・ 72●1523
　ボランティアセンターふれあい
 77●6001　 77●6006

障がい者就職面接会
　職業安定所が中心となって障がい者を
対象とした就職面接会を開催します。会
場内に設けられたブースを自由に訪問し、
各企業の人事担当者と直接面談できます。
■日時・場所
＜ 彦根会場＞ビバシティホール（彦根市
竹ヶ鼻町43-1）

　２月３日（金）　午後１時30分～３時30分
＜ 草津会場＞クサツエストピアホテル
（草津市西大路町４-32）
　２月15日（水）　 午後１時～３時30分
■参加企業
　 ＜彦根会場＞東近江、湖東、湖北地域
に事業所がある企業15社程度

　 ＜草津会場＞大津、湖西、甲賀、湖南
地域に事業所がある企業25社程度

※ ハローワークに登録していない人は障
害者手帳を持参してください。

問ハローワーク甲賀
 62●0651　 63●1825
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図書館 う行こへ

■
● ● ■ ■
● ● ■
● ● ■ ●
● ● ■

 ●：甲西図書館のみ休館（月曜日・火曜日）
■：石部図書館のみ休館（水曜日、祝日）
●：�両館とも休館（月末木曜日）

２月 〔開館時間　午前10時〜午後6時〕

３日（金）ちっちゃなかぜおはなし会
	 （乳幼児と保護者向け）
 午前11時～11時30分
18日（土）ちっちゃなかぜおはなし会
 午後２時30分～２時50分
 （４歳以上の幼児向け）
 午後３時～３時30分（小学生向け）
26日（日）おはなしの森
	 （幼児から小学生向けのおはなし会）
 午後２時～２時30分

甲
西
図
書
館

行事予定行事予定� 石部中央1-2-3　 77 ●6252　 77 ●6232

石
部
図
書
館

12日（日）きじっこおはなし会（グループ｢ピッコロロ｣）
 午前11時～正午（幼児から小学生向け）

17日（金）よっといでたいむ（乳幼児と保護者向けのおはなし会）
 午前11時～11時20分

25日（土）よっといでたいむ（幼児から小学生向けのおはなし会）
 午後４時～４時30分

マツゾウくん ２月の巡回
スケジュール移動図書館車　

場　　所 日　　時 日　　時
岩根東農業集落センター前 １水 14:00～14:30 22水 14:00～14:30
三雲保育園南側駐車場 17金 14:30～15:00
サンヒルズ甲西駐車場 ８水 14:00～14:30 29水 14:00～14:30
下田まちづくりセンター前 ３金 14:00～14:30 24金 14:00～14:30
中山生協集会所予定地 ３金 15:00～15:30 24金 15:00～15:30
北山台自治会館前 15水 15:30～16:00
妙感寺多目的集会所前 ２木 14:00～14:30 23木 14:00～14:30
菩提寺幼稚園前 10金 14:00～14:30
フレンドマート第２駐車場 10金 15:00～15:30

場　　所 日　　時 日　　時
岩根小学校 １水 12:55～13:25 22水 12:55～13:25
石部南小学校 ９木 13:15～13:45
阿星保育園 ９木 14:20～14:40
三雲小学校 17金 13:00～13:30
三雲保育園 17金 14:00～14:30
水戸小学校 ８水 12:55～13:35 29水 12:55～13:35
石部小学校 16木 13:05～13:30
下田小学校 ３金 13:05～13:30 24金 13:05～13:30
菩提寺北小学校 15水 13:00～13:40
菩提寺保育園 15水 14:30～15:00
三雲東小学校 ２木 12:55～13:25 23木 12:55～13:25
菩提寺小学校 10金 13:05～13:35

※移動図書館車で借りた本は、石部図書館・甲西図書館でも返却できます。借りた本についての問い合わせは、甲西図書館へお願いします。
※悪天候などで運休になる場合もあります。

山中慎介～栄光への歩み～展
２月12日（日）まで
　滋賀県初のボクシング世界王者になった山中慎介選手（下田出
身）のボクサーをめざした少年期からプロの世界での活躍までを、
関係資料を交えて紹介します。

岩根山物語～善水寺と十二坊の歴史が今、蘇える～展
２月18日（土）～３月11日（日）
　「石の彫刻シンボルアート設置事業」を中心に、岩根まちづくり協
議会が取り組んでいる事業について関係資料を交えて紹介します。
○シンポジウム「創作活動を通してまちづくりを考える」
　３月４日（日）　午後２時～３時30分
　パネリスト：杉本準一郎さん（彫刻家）ほか

中央5-50　 72 ●5550　 72●5554

行事予定

湖南市立図書館
ホームページで、
両館のお知らせや蔵書を見る
ことができます 暗号化あり 暗号化なし

◦パソコンから（暗号化あり）
http://lib.edu-konan.jp

◦携帯電話から（暗号化あり）
http://lib.edu-konan.jp/opw/IMD/IMDMAIN.CSP

◦携帯電話から（暗号化なし）
http://lib.edu-konan.jp/imd/IMD/IMDMAIN.CSP

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29

　インターネットや携帯電話から両館で貸出中の本と雑誌の最新号を予約できます。予約した資料が用意できたときは、メールで連絡を受け取るこ
とができます（図書館で発行するパスワードが必要）。

■ 第１回　２月25日（土）
　「地域の魅力を伝える～読みたい広報誌づくり～」
　 講師　鹿田由香さん（NPO法人びぃめ～る企画室理事）
■ 第２回　３月10日（土）「地域のたからもの探し」
　講師　大平正道さん（地域づくりアドバイザー）

まちづくり支援講座

■ 時間　午前10時15分～正午
■ 場所　甲西図書館
■ 定員　30人（先着順）
■  申込方法　名前と電話番号を両図書館カウンターまた
は電話・メールで。

　まちづくり協議会や区・自治会・地域活動サークルの活動を支援する講座を開催します。地域で何かやってみたい
人、どなたでも歓迎です。魅力ある広報誌の作成や、地域の絆をつくり、その魅力を子どもに伝える企画についてお
話しいただきます。
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湖南市子育て支援センター
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　�（申し込みの受付は午前9時から）

みつばち開放日（移動支援センター）
時間　午前10時～正午（みつばち午後開放日は午後１時30分～３時30分）
場所　市内まちづくりセンター（カレンダー参照）

子育て支援センター

ひまわり
（岩根保育園2階）　  ・  72◦7089

石部子育て支援センター

たんぽぽはうす
（石部保育園隣接）　 77◦8570　 77◦8572

湖南市子育て支援ホームページ　  http://www.edu-konan.jp/kosodate/　  kosodate-s@city.konan.shiga.jp

開放日
時間　午前10時～正午
　　　（午後開放日は午後１時30分～３時30分）
※２月生まれの子どもの手形･足形がとれます。
ひよこ広場　※申込不要
日時　２月７日（火）　午前10時～11時30分
対象　８か月までの子どもと保護者
※２回目以上の参加はご遠慮ください。
内容　助産師による育児相談、ベビーマッサージ
持ち物　バスタオル、母子健康手帳
にこにこ広場　※定員は各20組（先着順）
「うさぎグループ」～新聞遊びをしよう～
日時　２月14日（火）　午前10時～11時
対象　１歳６か月～２歳５か月の子どもと保護者
申込期間　２月６日（月）～８日（水）
「ひよこグループ」　※申込不要　定員なし
日時　２月16日（木）　午後１時30分～２時30分
対象　８か月までの子どもと保護者
「くまグループ」～紙ねんどをさわってみよう～
日時　２月23日（木）　午前10時～11時30分
対象　２歳６か月以上の子どもと保護者
申込期間　２月10日（金）～14日（火）
「りすグループ」～ふれあい遊び～
日時　３月８日（木）　午前10時～11時
対象　９か月～１歳５か月の子どもと保護者
申込期間　２月27日（月）～29日（水）
おひさまらんど（子育て支援講座）
音楽と遊ぼう
日時　２月13日（月）　午前10時～11時
対象　２歳以上の子どもと保護者
定員　15組（初めての人優先）
申込期間　２月１日（水）～３日（金）
キッズクッキング
日時　２月15日（水）　午前９時45分～午後０時30分
対象　２歳以上の子どもと保護者
定員　16組（先着順）
場所　柑子袋まちづくりセンター
申込期間　２月３日（金）～７日（火）
リズム遊びをしよう
日時　３月６日（火）　午前10時～11時
対象　２歳以上の子どもと保護者
定員　18組（先着順）
申込期間　２月22日（水）～24日（金）

開放日
時間　午前10時～正午
手形・足形の日

　身長・体重をはかって手形・足形をとりましょう。
日時　２月６日（月）　午前10時30分～11時30分
持ち物　おしぼりかウェットティッシュ
子育て相談日

　保健師と栄養士が子育て相談に応じます。
日時　２月14日（火）　受付：午前10時～11時
にこにこの日
はいはいキッズ～親子ふれあいタイム～

日時　２月10日（金）　午前10時30分～11時45分
対象　９か月～伝い歩きのできる子ども
内容　自由遊び、親子ふれあい遊び
ともだちいっぱい！～遊戯室で思いっきり遊ぼう～

日時　２月15日（水）　午前10時～11時30分
対象　２歳以上の子ども
持ち物　上靴（はだし可）
おひなさまをつくろう！

日時　２月24日（金）　午前10時30分～11時30分
申込期間　２月13日（月）・14日（火）
下田焼絵付け体験

～オリジナルのお皿をつくりましょう！～

日時　２月27日（月）　午前10時30分～11時30分
材料費　1,000円
申込期間　２月13日（月）・14日（火）

さくらんぼ広場（子育て支援センター合同企画）

子育てパワーアップ講演会
日時　２月21日（火）　午前10時～11時30分
場 所　三雲まちづくりセンター
定員　20人（先着順）
講 師　猪飼由利子さん（滋賀文教短期大学司書講習講師）
申込方法　２月８日（水）～10日（金）にたんぽぽはうすへ。

サークルまつり（湖南市子育てサークル合同イベント）
日時　３月１日（木）　午前10時～11時30分
場 所　柑子袋まちづくりセンター
対象　市内の子育て中の保護者と子ども
内 容　各サークルと子育て支援センターによる出店、
読み聞かせ、手あそび、ふれあいあそびなど

※弟・妹の託児については申込時におたずねください。
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子育てサロン
みんなあつまれ　よっといで。
時間　午前10時～11時30分
対象　未就園児と保護者
問三雲保育園　 ・ 72●1385　平松保育園　 ・ 72●0390
石部保育園　 ・ 77●2073　阿星保育園　 ・ 77●2950
岩根保育園　 ・ 72●1389　菩提寺保育園　 ・ 74●1373
下田保育園　 ・ 75●2420　水戸保育園　 ・ 75●0630

親子プレイステーション
　親子でどなたでも参加できます。子育ての先輩であ
るサポーターと一緒に、楽しい時間を過ごしましょう。
時間　午前10時～正午
問生涯学習課〔西庁舎〕　 77◦6250　 77◦6253

きじっこひろば
　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。
時間　午前10時～正午
問石部南まちづくりセンター　 ・ 77◦2535

おもちゃの図書館「とまと」
　楽しい遊び場です。おもちゃの貸し出しもしています。
時間　午前10時～正午
問ボランティアセンター　 ・ 72◦1523

いしべおもちゃライブラリー「赤とんぼ」
　楽しい遊び場です。おもちゃの貸し出しもしています。
時間　午前10時～11時30分
問ボランティアセンターふれあい
　 77◦6001　 77◦6006

あひるクラブ
時間　午前10時～11時30分
対象　１歳～３歳の幼児と保護者
内容　７日（火）…ホール開放　21日（火）…パーティー
問甲西あかつき保育園　 72◦4960　 72◦4965

つどいの広場つばめ　子育て相談
　保健センターの保健師による子育て相談です。何で
もご相談ください。
時間　午前10時30分～11時30分
問NPO法人鳩の街　 77◦5546　 77◦5549

とんとんとんでておいで
対象　未就園児と保護者
内 容　水戸、ひかり…おにぎり村さんの人形劇をみま
しょう
　三雲…親子体操をしましょう
時間　午前10時～11時30分

ようちえんであそぼう
対 象　２・３歳児（平成19年４月２日～平成21年４
月１日生まれ）と保護者

内容　３歳児と遊びましょう
時間　午前10時～11時30分

持ち物　上靴、水筒（お茶）、着替え、タオルなど

問学校法人光星学園
　三雲幼稚園　　 72◦0077　 72◦8747
　ひかり幼稚園　 74◦3011　 74◦3461
　水戸幼稚園　　 75◦3350　 75◦4425
※申込受付は各園で行っています。

1
たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
おもちゃの図書館「とまと」 社会福祉センター

2 たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター
3
4
5

6

ひまわり開放日（手形・足形の日）子育て支援センター
たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター
親子プレイステーション 柑子袋まちづくりセンター
いしべおもちゃライブラリー「赤とんぼ」石部保健センター

7

ひまわり開放日 子育て支援センター
みつばち開放日 菩提寺まちづくりセンター
ひよこ広場 石部子育て支援センター
たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
あひるクラブ 甲西あかつき保育園

8 きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

9
みつばち午後開放日 岩根まちづくりセンター

子育て相談 つどいの広場つばめ〔平和堂
石部店2階〕

10 にこにこの日 子育て支援センター
11
12

13
ひまわり開放日 子育て支援センター
たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター
親子プレイステーション 菩提寺まちづくりセンター

14
ひまわり開放日（子育て相談日）子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
ようちえんであそぼう 水戸幼稚園

15
にこにこの日 子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
おもちゃの図書館「とまと」 社会福祉センター

16

みつばち開放日 中央まちづくりセンター
みつばち午後開放日 岩根まちづくりセンター
にこにこ広場（ひよこグループ）石部子育て支援センター

子育てサロン
三雲保育園・平松保育園・石部保育
園・阿星保育園・岩根保育園・菩提
寺保育園・下田保育園・水戸保育園

とんとんとんでておいで ひかり幼稚園

17 ひまわり開放日 子育て支援センター
たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター

18
19

20

ひまわり開放日 子育て支援センター
みつばち開放日 柑子袋まちづくりセンター
親子プレイステーション 市民学習交流センター
いしべおもちゃライブラリー「赤とんぼ」石部保健センター

21
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
あひるクラブ 甲西あかつき保育園
とんとんとんでておいで 三雲幼稚園

22 きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

23 ひまわり開放日 子育て支援センター
とんとんとんでておいで 水戸幼稚園

24 たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター
25
26

27
みつばち開放日 三雲まちづくりセンター
親子プレイステーション 石部南まちづくりセンター
ようちえんであそぼう ひかり幼稚園

28 ひまわり開放日 子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

29
たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
ようちえんであそぼう 三雲幼稚園
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（受付：午前８時30分～午後４時30分　場所：保健センター）
持ち物　印鑑、妊娠届出書（保健センターにもあります）

母 子 健 康 手 帳 の 交 付  

※ 妊娠届出書をお持ちでない場合は、出産予定日を主治医に確
認してからお越しください。

　「仕事や家事で忙しい」「健康には自信がある」「ま
だ若いから」などなど健診を受けない理由は人そ
れぞれです。なぜ健診を受けなければいけないの
でしょうか。
　理由は病気の早期発見や、自分の健康状態を把
握し、健康増進や改善に役立てるためです。生活
習慣病は自覚症状がなかなか現れないため、知ら
ない間に進行し日常生活に支障が出るほど手遅れ
になってしまう可能性が高い病気です。進んで健
診を受けましょう。

平成23年度成人健診（19～39歳）の結果
受診者数：335人【男63人、女272人】
　脂質異常（HDL39以下、中性脂肪（TG）150以
上、LDL120以上）の人が男性54％、女性29％と男
女ともに一番高い割合でした。次いで、男性は肥
満（30％）、高血圧（29％）の割合が高く、女性は
貧血（19％）、肥満（８％）の人の割合が高いとい
う結果でした。
　脂質異常、肥満、高血圧、糖代謝異常、貧血、
肝臓機能異常は放っておくと動脈硬化、心臓病な
どになる危険性が高くなります。健診結果をみて、
自分自身の生活習慣を見直すことが必要です。

年に一度は健診を
　今年度の健診で異常がなくても、来年も大丈夫
とは限りません。年１回は定期健診を受け、健康
管理に活用しましょう。職場や学校などで健診を
受ける機会のない人は、市が春に実施する成人健
診を受けましょう。日程などは４月以降にお知ら
せします。

日時　３月６日（火）　午前10時～午後３時
場所　甲西文化ホール駐車場
対 象　18歳～69歳
※ 40歳以上の人は、過去１年以内に心
電図検査を受けて異常なしの人。

※ 65歳以上の人は、60～64歳までに献
血経験のある人。

※ 渡航歴などによってお断りする場合
があります。

持 ち物　献血カードまたは手帳、身分証
明書（運転免許証・健康保険証など）

※ ３月１日（木）までに保健センターへ
予約してください。

成 分 献 血

（受付：午後１時～２時15分　場所：保健センター）
多少時間がかかります

対　象 日
４か月児健診 平成23年10月生 ２月28日（火）

10か月児健診 平成23年４月生 ２月29日（水）

１歳６か月児健診 平成22年７月生 ２月17日（金）
２歳６か月児相談 
・歯科健診 平成21年７月生 ２月10日（金）

３歳６か月児健診 平成20年７月生 ２月９日（木）

持ち物　母子健康手帳、質問票、バスタオル（４か月児）、
歯ブラシ（10か月児・１歳６か月児・２歳６か月児・３歳
６か月児）

※３歳６か月児健診では尿検査・視力検査を行います。

乳 幼 児 健 診

２月21日（火）
午後１時30分～３時30分

離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象　平成23年９月生まれの乳児の保護者
持ち物　母子健康手帳、エプロン
※要事前申込。保育が必要な人はお申し込みください。

（受付：午後１時15分～１時30分　場所：保健センター）
も ぐ も ぐ 教 室

２月25日（土）
午後１時30分～３時30分

親になるってどういうこと？
妊娠中の過ごし方、パパの妊婦・沐浴体験

対象　妊娠中期～後期ごろの妊婦・夫および家族
持ち物　母子健康手帳
※要事前申込

（受付：午後１時15分～１時30分　場所：保健センター）

マ マ ・ パ パ 教 室

若いからこそ　健診を受けましょう

あなたは本当に健康？
～健診受診、結果活用のすすめ～

３月１日～７日は子ども予防接種週間です
　甲賀湖南医師会では、この週間に合わせ、通常の診療時間で予防接種
を受けにくい子どもに予防接種を実施し、さまざまな予防接種の相談に
応じます。
■ 接種対象　市が実施する予防接種の対象となる子ども
■実施医療機関

※ 完全予約制。詳しくは各医療機関へお問い合わせください。

実施医療機関 電話番号 日　　付 種　　類
梅村こども
クリニック 72-8606 ３月１日（木）、６日（火）

午後０時30分～１時
定期接種・ヒブワクチン・
小児肺炎球菌ワクチン
※ 子宮頸がん予防ワクチン
（通院中の人のみ）のむら小児科 77-8228 ３月３日（土）

午後２時～４時

野村産婦人科 72-6633 ３月３日（土）
午後０時30分～１時30分

子宮頸がん予防ワクチン
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各種相談
心配ごと

しごと

育児・教育

高齢者

相談窓口

就労相談
　求職活動やハローワーク
での手続きのしかたなど就
労に関する相談や職場での
トラブルに相談員が応じま
す（就職のあっせんはでき
ません）。
◇時間
　午前９時～11時30分
問 商工労政課〔共同福祉施

設〕
　 71◦2332　 72◦4820

○ 総務課住民総合相談担当〔東庁
舎〕
� 71◦2370　 72◦3788

　人権相談をはじめとした各種相談
窓口を開設しています。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

　相談は無料、秘密は厳守されま
す。事前に予約が必要です。一人30
分、定員６人。
◇日時　２月17日（金）
　午後１時30分～４時30分
◇ 場所　共同福祉施設（サンライ
フ甲西）

◇対象　市内在住または在勤の人
問湖南市商工会　 72◦0038

○地域総合センター
三雲ふれあいセンター 72◦3166

72◦3301
夏見会館 ・ 72◦3083
柑子袋会館 ・ 72◦2993
松籟会館 ・ 77◦2972
岩根会館 ・ 72◦2292

保健センター
 　 72◦4008　 72◦1481
◇ 内容　離乳食や子どもの発達など
子育てに関する悩みや心配なこと
※ 発達相談員による発達相談（予約
制）の紹介も行います。

赤ちゃんホットライン
（電話相談）
保健センター 71◦4150
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
◇内容　妊娠・出産・育児など

少年センター悩み事相談
少年センター「あすくる湖南」

〔西庁舎別棟２階〕
 77◦7053　 77◦7059
　学校や家庭での生活、非行問題な
ど、悩みを抱える中高生やその保護
者の相談、就学・就労に関する20歳
未満の青少年の相談を受け付けてい
ます。面接相談のほか、電話による
相談も行います。
◇日時　月～金曜日
　午前９時～午後４時

ふれあい教育相談室
〔勤労青少年ホーム〕 ・ 72◦4810
　いじめや不登校などで悩みを抱え
る小中学生や、子どもの教育に悩ん
でいる保護者の相談を受け付けてい
ます。電話相談のほか、面談による
相談も行います。
◇日時　月～金曜日
　午前９時～午後４時

もの忘れについての相談
地域包括支援センター〔東庁舎〕

71◦4652　 72◦3788
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※ 専門医によるもの忘れ相談（予約
制）の紹介も行います。

介護についての相談・高齢者
の生活相談・福祉用具や住宅
改修の相談
地域包括支援センター〔東庁舎〕

71◦4652　 72◦3788
高齢者支援センターいしべ 77◦5243
高齢者支援センターみくも 72◦7302
高齢者支援センターぼだいじ 74◦4093
高齢者支援センターひ  え 75◦2323

教育電話相談

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　２月16日（木）
　午後２時30分～４時30分
　（一人１時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
問人権政策課〔東庁舎〕
　 71◦2354　 72◦2201

法律相談

総務課消費生活相談窓口〔東庁舎〕
 71◦2360　 72◦3788
　消費生活に関する相談に専門の資
格を持った相談員が応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前９時15分～午後４時

消費生活相談

◇ 日時　２月15日（水）
　午後１時～４時
◇ 場所　社会福祉センター
問総務課〔東庁舎〕
　 71◦2370　 72◦3788

行政相談（行政相談委員による相談）

　税理士による税金に関する無料相談
です。秘密は厳守されます。事前に予
約が必要です。一人30分、定員６人。
◇日時　２月８日（水）
　午後１時30分～４時30分
◇ 場所　水口納税協会
問水口納税協会
　 62◦1151　 63◦0173

税務相談

月 火 水 木 金
1 2 3
サンヒルズ
甲西

菩提寺まちづ
くりセンター 夏見会館

6 7 8 9 10

松籟会館 三雲ふれあい
センター

石部南まちづ
くりセンター 柑子袋会館 岩根会館

13 14 15 16 17
下田まちづく
りセンター 

サンヒルズ
甲西

菩提寺まちづ
くりセンター 夏見会館

20 21 22 23 24

松籟会館 三雲ふれあい
センター

石部南まちづ
くりセンター 柑子袋会館 岩根会館

27 28 29
下田まちづく
りセンター

育児相談

税金 健康

○石部老人福祉センター　９日（木）
○社会福祉センター　９日（木）
◇ 時間　午後１時30分～４時
問人権政策課〔東庁舎〕
　 71◦2354　 72◦2201
※ 大津地方法務局甲賀支局でも実施
しています。（全国共通ナビダイ
ヤル 0570◦003◦110）

◇日時　月・水・金曜日（祝日を除く）
　午前10時～午後４時

なんでも相談（人権擁護委員による相談）

保健センター
72◦4008　 72◦1481

　保健師・管理栄養士などが健康
についての相談に応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

こころと身体の健康相談
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作り方
❶�にんじんは４cm位のせん切りにしてゆでる。
❷�ほうれん草と春菊はゆでて、４～５cmの長さ
に切り、水気を絞る。
❸�だし汁としょうゆを合わせて①、②を和える。

食育推進計画キャラクター
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湖 南 市 市 民 憲 章

湖南市の人口 
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〜
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載
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込
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敬
称
略
）

　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に
感謝して、活気と希望に満ちた、
ゆたかで創造的なまちをつくる
ために、この憲章を定めます。

一、美しい水と緑を大切にし、
自然と調和したまちを
つくります。

一、たがいの人権を認めあい、
思いやりのあるまちを
つくります。

一、子どもが健やかに育ち、
障がい者や老人をはじめ、
だれもが安心して暮らせる
まちをつくります。

一、ゆたかな歴史を重んじ、
香り高い文化のまちを
つくります。

一、社会の規律を守り、安全で
住みよいまちをつくります。

湖
南
団
地
南

園

栄養価 (1人分 )
エネルギー：19kcal
たんぱく質：1.8g
脂質：0.2g
カルシウム：47mg
塩分：0.9g
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